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登　

訳

一
（
承
前　

四
）

　

司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
「
天
道
、
是
か
非
か
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
修

訂
版
『
大
漢
和
辞
典
』
卷
三
は
「
天
道
是
耶
非
耶
」
を
項
目
と
し
て
掲
げ

（
四
九
八
頁
）、「
天
は
果
し
て
正
し
い
も
の
か
、
正
し
く
な
い
も
の
か
。

或
は
善
を
行
つ
て
禍
を
得
、
惡
を
行
つ
て
福
を
得
る
の
で
、
天
道
の
是
非

を
疑
ふ
意
。
天
を
怨
恨
す
る
語
。」（
同
頁
）
と
い
う
語
釈
を
記
し
て
い

る
。

　

典
拠
と
し
て
『
史
記
』
の
「
伯
夷
傳
」
に
あ
る
文
を
挙
げ
る
（
同
頁
）。

大
漢
和
の
引
用
す
る
箇
所
の
前
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、
原
文
は
「
或

曰
：

『
天
道
無
親
、
常
與
善
人
。』
若
伯
夷

0

0

、
叔0

齊0

、
可
謂
善
人
者
非

邪
？
積
仁

行
如
此
而

0

0

0

0

0

0

0

餓0

死0

！
且
七
十
子
之
徒
、
仲
尼
獨
薦
顏
淵
爲
好

學
。
然
回
也
屢
空
、
糟
穅
不
厭
、
而
卒
蚤
夭
。
天
之
報
施
善
人

0

0

0

0

0

0

、
其
何
如

0

0

0

哉0

？
盜0

蹠
日

0

0

殺0

不
辜

0

0

、
肝
人
之
肉
、
暴
戾
恣
睢
、
聚
黨
數
千
人
橫
行
天

下
、
竟
以
壽

0

0

0

終0

。
是0

遵0

何0

德0

哉0

？
此
其
尤
大
彰
明

著
者
也
。
若
至
近

世
、
操
行
不
軌
、
專
犯
忌
諱
、
而
終
身
桾
樂
、
富
厚
蔂
世
不
絕
。
或
擇
地

而
蹈
之
、
時
然
後
出
言
、
行
不
由
徑
、
非
公
正
不
發
憤
、
而
遇
禍
災
者
、

不
可
勝
數
也
。
余
甚
惑
焉
、
儻
所
謂
天0

道0

、
是
邪
非
邪

0

0

0

0

？
」（
卷
六
十

一
、「
伯
夷
列
傳
」
第
一
〔
中
華
書
局
本
『
史
記
』
第
七
冊
、
二
一
二
四

頁

－

二
一
二
五
頁
〕
傍
点
、
訳
者
注
。
以
下
、
同
じ
）
と
な
る
。

　

道
徳
的
行
為
を
追
求
し
た
伯
夷
や
叔
齊
が
飢
え
て
亡
く
な
り
、
孔
子
が

そ
の
学
問
に
対
す
る
態
度
を
評
価
し
た
顔
淵
が
貧
し
い
生
活
の
う
ち
に
若

く
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
り
す
る
一
方
で
、
悪
逆
非
道
の
限
り
を
尽
く
し

た
盗
蹠
が
平
穏
の
う
ち
に
最
期
を
迎
え
て
い
る
。
人
に
対
す
る
天
の
報
い

は
果
た
し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
司
馬
遷
は
「
太
史
公
自
序
」
の

最
後
を
「
…
…
藏
之
名
山
、
副
在
京
師
、
俟
後
世

0

0

0

聖0

人
君
子

0

0

0

。
第
七
十
。」
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（
巻
一
三
〇
、
同
『
史
記
』
第
十
冊
、
三
三
二
〇
頁
）
│
│
こ
の
部
分
を

岩
波
文
庫
の
小
川
・
今
鷹
・
福
島
訳
『
史
記
列
伝
』
㈤
で
は
「
こ
の
書
を

名
あ
る
山
に
蔵お
さ

め
る
が
、
副
本
は
京
師
に
と
ど
め
て
、
後
世
の
聖
人
君
子

の
議
論
を
待
ち
た
い
。〔
こ
れ
が
「
自
序
」〕
第
七
十
篇
で
あ
る
。」（
一
九

四
頁
）
と
訳
す
│
│
と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
時
空
を
超
え
て
読
み
手
に

問
い
を
発
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
余
甚
惑
焉
、
儻
所
謂
天
道
、
是
邪
非
邪
？
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
中

華
書
局
本
は
唐
の
司
馬
貞
の
『
史
記
索
隠
』
の
文
を
注
と
し
て
引
い
て
い

る
（
二
一
二
六
頁
）。
光
緒
十
九
年
九
月
に
廣
雅
書
局
に
よ
っ
て
校
刻
さ

れ
た
も
の
を
載
せ
る
藝
文
印
書
館
『
百
部
叢
書
集
成
』
所
収
の
「
史
學
叢

書
」『
史
記
索
隠
』（
三
）
卷
十
七
に
は
、「
太
史
公
惑
於
不
軌
逸
樂
公
正

而
遇
貼
害
爲
天
道
之
非
而
又
是
耶
深
惑
之
也
蓋
天0

道0

玄0

遠0

聰
聽
暫
遺
或
窮

通
數
會
不
由
行
事
所
以
行
善
未
必

0

0

0

0

福0

行0

惡0

未
必

0

0

禍0

故
先
達
皆
猶
昧
之
也
」

（
二
葉
表
）
と
あ
る
。
司
馬
貞
も
ま
た
人
の
善
と
悪
の
行
為
へ
の
天
の
応

報
に
つ
い
て
知
性
を
も
っ
て
し
て
は
解
し
難
い
と
い
う
見
解
を
持
し
た
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
天
道
玄
遠
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
行
為

と
そ
の
人
が
置
か
れ
た
境
遇
と
の
間
に
強
い
正
の
相
関
関
係
を
求
め
る
こ

と
は
至
難
と
言
え
る
こ
と
が
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は
天
の

意
思
へ
の
人
の
側
か
ら
の
信
頼
が
自
ず
と
形
成
さ
れ
難
く
な
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。「
行
善
未
必
福
、
行
惡
未
必
禍
」
で
あ
れ
ば
、
天
地
間

の
主
宰
的
存
在
並
び
に
そ
の
善
性
へ
の
疑
念
が
生
じ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
は
「
苦
難
と
悪
の
中
に
あ
っ
て
も
神
の

正
義
と
善
性
と
を
正
当
な
も
の
と
し
て
論
じ
る
」（
ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・

マ
ッ
キ
ム
著
、
高
柳
俊
一
・
熊
澤
義
宣
・
古
屋
安
雄
監
修
『
キ
リ
ス
ト
教

神
学
用
語
辞
典
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
、
二
二
六

頁
）
と
こ
ろ
の
「
神
義
論
」（theodicy

）
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
竹
内

裕
「
神
義
論
」
に
よ
れ
ば
、「
神
が
全
能
で
あ
り
か
つ
善
で
あ
る
と
す
る

な
ら
、
そ
の
神
の
創
造
に
よ
る
こ
の
世
界
は
や
は
り
善
で
あ
る
は
ず
だ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
に
生
起
す
る
事
柄
（
災
難
、
不
公
平
な
ど
）
と
存

在
者
（
苦
悩
や
邪
な
思
い
）
は
様
々
に
悪
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
う

し
て
全
能
か
つ
善
な
る
神
へ
の
信
仰
と
現
実
観
察
と
の
間
に
苦
し
い
葛
藤

が
生
じ
、
同
時
に
両
者
を
調
和
さ
せ
る
要
請
が
生
じ
た
。
こ
の
調
停
の
思

索
が
神
義
論
（
あ
る
い
は
弁
神
論
）
で
あ
る
。」（『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞

典
』、
五
八
三
頁
）
と
あ
る
。
更
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｔ
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス

編
、
本
多
峰
子
訳
『
神
は
悪
の
問
題
に
答
え
ら
れ
る
か
│
神
義
論
を
め
ぐ

る
五
つ
の
答
え
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、「
神
義
論
」
と
は

「
伝
統
的
に
『
こ
の
世
に
悪
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
神
は
正
し
く

正
義
で
あ
る
』
と
示
そ
う
と
す
る
議
論
を
指
し
ま
す
」（
十
五
頁
）
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
／
Ｊ
・
ボ
ウ
デ
ン
編
、
古
屋
安

雄
監
修
、
佐
柳
文
男
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
事
典
』（
教
文
館
、
二
〇
〇

五
年
）
で
は
Ｊ
・
モ
ル
ト
マ
ン
（Jürgen M

oltm
ann

）
が
「
神
義
論
」

と
い
う
項
目
（
三
四
〇
頁

－

三
四
一
頁
）
の
中
で
詳
細
な
解
説
を
施
し
て

い
る
。
要
す
る
に
、「
神
義
論
」
と
は
義
な
る
神
の
存
在
と
世
界
に
見
ら

れ
る
悪
の
現
象
と
の
間
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
様
々
な
角
度
か
ら
の
神
学

的
考
察
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
神
義
論
」
は
「
報
い
」
の
問
題
と
も
密
接
に
関
係
す
る
。
黒
川
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知
文
「
報
い
」
に
よ
れ
ば
、「
旧
約
聖
書
に
お
い
て
報
い
は
、
個
人
的
で

あ
れ
国
家
的
で
あ
れ
此
岸
的
な
も
の
で
あ
り
、
神
に
主
権
が
あ
る
。」

（『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
一
〇
九
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
旧
約
聖

書
の
世
界
で
は
神
は
こ
の
地
上
に
お
い
て
人
の
行
為
に
対
し
て
「
報
い
」

を
な
す
存
在
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
更
に
、「
特
に
知
恵
文
学
に

お
い
て
は
、
善
を
な
す
者
は
祝
福
を
受
け
て
栄
え
、
悪
を
な
す
者
は
罰
を

受
け
て
滅
び
る
と
い
う
明
快
な
応
報
主
義
が
神
に
対
す
る
敬
虔
さ
と
深
く

関
係
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
応
報
主
義
の

特
徴
は
知
恵
文
学
に
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
原
初
的
な
応
報
主
義
の
前
に
そ
れ
と
は
裏
腹
に
見
え
る
現
実
が
立

ち
は
だ
か
り
、「
…
こ
の
応
報
主
義
は
、
現
実
に
は
悪
を
な
す
者
が
祝
福

を
受
け
、
善
を
な
す
者
が
禍
に
遇
う
こ
と
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
こ
の
場

合
に
神
の
義
し
さ
は
ど
う
確
保
さ
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
神
義

論
の
難
問
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
応

報
主
義
と
現
実
と
の
間
の
隔
た
り
を
埋
め
る
べ
く
「
神
義
論
」
的
思
考
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
「
神
義
論
」
が
展
開
す
る
途
上
で
「
苦
し
み
」

（passio

）
の
問
題
が
浮
上
す
る
。
清
水
宏
「
苦
し
み
」
に
よ
れ
ば
、「
旧

約
聖
書
に
従
う
な
ら
、
苦
し
み
と
は
罪
に
対
す
る
罰
で
あ
る
。」（
研
究
社

『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
卷
、
六
二
七
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
他

方
、
苦
し
み
は
不
当
で
無
意
味
ま
た
は
理
不
尽
な
も
の
で
あ
る
。」（
同

頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
苦
し
み
」
は
人
の
罪
へ
の
神
か
ら
の
「
報

い
」
と
い
う
意
味
を
有
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
理
解
し
難
い
も
の
で
も

あ
る
。
と
い
う
の
も
モ
ル
ト
マ
ン
「
神
義
論
」
に
よ
れ
ば
、「
し
か
し
ま

た
、
悪
人
で
は
な
く
、
義
な
る
人
々
が
負
わ
さ
れ
る
苦
し
み
も
あ
る
。
行

為
と
そ
の
結
果
か
ら
な
る
複
合
体
は
義
な
る
人
の
苦
し
み
に
は
見
ら
れ
な

い
。」（
前
掲
教
文
館
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
事
典
』、
三
四
〇
頁
）
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
「
苦
し
み
」
の
中
に
罰
以
外
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
思
想

的
な
営
み
が
始
め
ら
れ
深
め
ら
れ
て
行
く
。「
神
義
論
」
は
そ
の
よ
う
な

「
苦
し
み
」
の
意
味
理
解
と
相
即
不
離
な
形
で
展
開
し
て
行
く
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。「
苦
し
み
」
は
表
層
的
に
は
意
味
の
な
く
、
ま
た
理
解

を
拒
絶
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
奥
一
層
に
お
い
て
意
味

を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
意
味
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
は
「
苦
難
の
僕
」（suffering servant

）
と
い
う
概

念
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
主
の
僕
が
人
人
の
た
め
に
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と

を
示
す
。」（
前
掲
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』、
一
二
九

頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
苦
し
み
」
の
意
味
は
こ
れ
に
よ
り
極
限
に

ま
で
深
化
さ
れ
る
。
罪
な
き
者
が
他
者
の
罪
を
担
っ
て
自
ら
苦
し
む
の
で

あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
で
は
人
間
を
罪
あ
る
存
在
と
し
て
捉
え
る
。
人
間
の
罪
は

「
苦
難
の
僕
」
に
よ
っ
て
「
苦
し
み
」
を
も
っ
て
担
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に

人
間
の
苦
し
み
は
「
苦
難
の
僕
」
の
「
苦
し
み
」
に
連
な
る
こ
と
が
出
来

る
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
に
「
神
義
論
」
が
思
想
的
に
豊

か
に
な
り
得
る
所
以
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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明
末
中
国
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
パ
ン
ト
ー
ハ
に
よ
っ
て
漢
文

で
著
わ
さ
れ
た
『
七
克
』
は
、
読
み
手
と
し
て
は
中
国
の
知
識
人
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。
明
末
の
彼
ら
も
ま
た
司
馬
遷
の
抱
い
た
天
の
意
思
へ
の

懐
疑
に
無
知
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
キ
リ
ス
ト
教
の
「
神
義

論
」
は
主
宰
的
存
在
の
意
思
に
つ
い
て
の
彼
ら
の
判
断
停
止
状
態
に
接
合

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。『
七
克
』
で
は
特
に
卷
之
四
「
熄
忿
第

四
」
の
箇
所
で
「
神
義
論
」
に
通
じ
る
こ
と
が
ら
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
論
述
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
お
も
に
卷
之

四
の
箇
所
に
基
づ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

或
有
問
于
余
曰
、
書
云

0

0

、
天0

道0

福
善
禍

0

0

0

0

、
樸0

云0

、
惟
上
帝
無
常

0

0

0

0

0

、

作
善

0

0

䧏0

之
百
祥

0

0

0

、
作
不
善

0

0

0

䧏0

之
百
殃

0

0

0

。
是
以
善
者
坪
福
、
惡
者
膺

譴
、
理
有
固
然
、
柰
何
事
有
不
然
、
或0

遭0

不
虞
之
灾

0

0

0

0

、
或
冐
非

0

0

0

分0

之0

福0

顚0

倒
孔
多

0

0

0

、
㕘0

錯0

過0

半0

、
無
乃
增
君
子
之
疑
、
起
小
人
之
倖
、

天0

道0

不
平

0

0

、
厥
歎

0

0

乆0

矣0

。」（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初
函
』『
七
克　

二
』
卷
之
四
、
又
二
十
二
葉
裏

－

二
十
三
葉
表
〔
蓬
左
文
庫
本
は
二

十
三
葉
の
前
に
又
二
十
三
葉
が
来
る
。
乱
丁
で
あ
る
（
二
〇
一
六
年

一
月
五
日
に
原
本
に
て
確
認
）。
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
臺
灣
學

生
書
局
本
『
天
學
初
函
（
二
）』
九
二
九
頁

－

九
三
二
頁
に
て
確

認
〕）。

　
『
書
経
』「
湯
誥
」
の
中
に
、「
天
道
福
善
禍
淫

0

0

0

0

0

0

、
降
災
于
夏
、
以
彰
厥

罪
。」（
孔
安
國
傳
、
孔
穎
達
疏
『
尚
書
正
義
』
卷
第
八
「
湯
誥
第
三
」

〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
二
冊
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
、
二
三
八
頁
〕）
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
注
は
、「
政
善
天
福
之

0

0

0

0

0

、
淫
過

0

0

天
禍
之

0

0

0

、
故
下
災
異
以
明
庠
罪
惡
、
譴
寤
之
而
庠
不
改
。」（
同
整
理
本
、

同
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
「
伊
訓
」
の
中
に
、「
惟
上
帝
不

常
、
作
善
捺
之
百
祥
、
作
不
善
捺
之
百
殃
。」（
同
『
尚
書
正
義
』
卷
第
八

「
伊
訓
第
四
」〔
同
整
理
本
、
二
四
六
頁
〕）
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
注

は
、「
祥
、
善
也
。
天
之
禍
福

0

0

0

0

、
惟
善

0

0

惡0

所0

在0

、
不
常
在
一
家
。」
同
整
理

本
、
同
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。『
七
克
』
が
取
り
上
げ
る
『
書
経
』
の
関

係
箇
所
は
以
上
で
あ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、『
書
経
』
で
は
天
が
人
に
対
し
て
「
報
い
」
を
与
え
る
た

め
の
材
料
は
個
別
の
人
間
が
行
な
う
と
こ
ろ
の
善
と
悪
の
行
為
で
あ
っ

て
、
身
分
、
地
位
や
家
と
い
う
外
在
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
天
は
人
に
対
し
て
そ
の
善
と
悪
の
行
為
に
即
し
て
「
報
い
」

を
与
え
る
と
い
う
原
則
に
対
し
て
現
実
は
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
な
形

で
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
善
人
に
予
期
せ
ぬ
事
故
が
起
き
る

一
方
で
、
悪
人
に
不
釣
り
合
い
な
幸
い
が
到
来
す
る
。
天
の
人
へ
の
評
価

の
公
正
さ
を
問
う
の
で
あ
る
。

　
　

夫
人
之
眞
善
眞
惡
、
誰
能
决
判
。
念
想
言
行

0

0

0

0

、
咸
若
天
理

0

0

0

0

、
此
爲
眞

0

0

0

善0

、
微0

有0

不
然

0

0

、
豈
眞
善
也

0

0

0

0

。
求
善
非
全
不
成
、
若
求
不
善
、
一
缺

已
足
。
夫
全
善
了
無

0

0

0

0

0

微0

缺
之
人

0

0

0

、
世
間

0

0

有0

之
乎

0

0

。
今
人
視
形
、
天
主

視
心
。
烏
知
人
所
稱
善
、
非
天
主
所
稱
惡
者
耶
。
且
爾
謂
此
人
甚
能

作
善
、
苦
之
非
是
。
余
謂
天
主

0

0

至
明
無
暗
、
至
公
無
私

0

0

0

0

、
甚
能
識
善

惡
、
苦
之
必
是
也
。
爾
信
人
之
隱
善
、
疑
天
主
之
顯
義
。
余
信
天
主
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之
顯
義
、
疑
人
之
隱
善
、
孰
是
乎
（
同
書
同
卷
、
二
十
三
葉
表
裏
）。

　

人
の
内
的
な
思
想
、
感
情
や
外
的
な
言
語
、
行
動
（「
念
想
言
行
」）
が

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
「
天
理
」
に
適
合
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
真
の

善
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
僅
か
な
り
と
も
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
も

は
や
真
の
善
と
は
言
え
な
い
。「
完
全
無
欠
の
善
人
」（「
全
善
了
無
微
缺

之
人
」）
は
地
上
に
存
在
し
な
い
。
人
は
可
視
的
な
事
象
世
界
を
眺
め
る

が
、
神
は
不
可
視
の
内
面
世
界
を
見
透
す
。

　

こ
こ
に
は
完
全
な
人
間
の
存
在
を
認
め
な
い
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、

す
べ
て
の
人
間
は
罪
人
で
あ
る
と
捉
え
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
人
間
観
が
い

み
じ
く
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
道
徳
的
完
成
者
と
し
て
の
聖
人
の

存
在
を
認
め
る
中
国
の
伝
統
的
な
思
想
の
中
に
は
見
出
し
難
い
見
解
で
あ

ろ
う
。
文
中
の
「
全
善
了
無
微
缺
之
人
」
と
い
う
語
で
言
い
表
そ
う
と
す

る
も
の
が
、
聖
人
を
指
し
示
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
世
界
に
理
想
の
聖
人
は

存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
伝
統
的
な
聖
人

観
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
「
庶
民
も
社
会
の
秩
序
の
構
成
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に

い
た
っ
た
。」（
市
来
津
由
彦
・
溝
口
雄
三
「
陽
明
学
」『
中
国
思
想
文
化

事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
三
九
三
頁
）
と
さ
れ
る
明
末
の
「『
満
街
の

人
す
べ
て
聖
人
』
と
い
う
卑
近
な
聖
人
観
」（
同
頁
）
と
は
思
想
世
界
に

お
い
て
対
蹠
的
な
位
置
に
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
　

欲
明
禍
福
之
理

0

0

0

0

、
當
先
明
禍
福
之
眞
僞

0

0

0

0

0

。
眞
禍
未
有
及
善
人
、
眞
福

未
有
被
凶
人
者
也
。
何
者
、
世
間
之
事
、
不
過
三
種
。
眞
福

0

0

一
、
眞0

禍0

一
、
非
福
非
禍

0

0

0

0

者
一
。
生
積
德
、
則
死
燕
樂
、
眞
福

0

0

也
。
生
作

罪
、
則
死
燕
苦
、
眞
禍

0

0

也
。
…
若
其
餘
、
貧
富
賤
貴
病
安
壽
夭
等
、

斯
本
非
禍
非
福

0

0

0

0

也
（
同
書
、
同
卷
、
二
十
三
葉
裏

－

又
二
十
三
葉

表
）。

　

幸
い
と
は
、
ま
た
禍
と
は
何
で
あ
る
か
。
真
の
幸
い
と
は
こ
の
世
に

あ
っ
て
善
い
行
な
い
に
励
み
、
死
後
に
永
遠
の
安
楽
を
享
受
す
る
こ
と
で

あ
る
。
真
の
禍
と
は
こ
の
世
に
あ
っ
て
悪
い
行
な
い
を
し
、
死
後
に
永
遠

の
苦
悩
を
味
わ
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
幸
い
で
も
な
く
禍
で
も
な
い
も

の
と
い
う
も
の
は
物
質
的
な
富
の
有
無
、
身
分
の
高
下
、
健
康
、
寿
命
な

ど
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
禍
福
の
問
題
を
、
生
を
超
え
た
別
次
元
か
ら
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
中
国
の
伝
統
思
想
の
枠
組
か
ら
は
導
出

し
難
い
の
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。『
論
語
』「
先
進
第
十
一
」
に
は
、「
季

路
問
事
鬼
神
。
子
曰

：

『
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
？
』
敢
問
死
。
曰

：

『
未
知
生

3

3

3

、
焉
知
死

3

3

3

？
』」（「
論
語
集
注
」
卷
六
『
四
書
章
句
集
注
』〔
新

編
諸
子
集
成
（
第
一
輯
）〕
中
華
書
局
、
一
二
五
頁
）
と
い
う
段
が
あ

る
。
有
名
な
「
未
知
生
、
焉
知
死
？
」
の
箇
所
は
、
岩
波
文
庫
『
論
語
』

（
金
谷
治
訳
注
）
で
は
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
。」

（
一
四
六
頁
）
と
書
き
下
し
、「
生
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
が

わ
か
ろ
う
。」（
同
頁
）
と
訳
し
て
い
る
。
同
箇
所
に
附
さ
れ
た
集
注
に
引

用
さ
れ
た
程
子
の
文
章
の
中
に
、「
知
生
之
道

0

0

0

0

、
則
知
死
之

0

0

0

0

道0

；
盡
事
人

之
道
、
則
盡
事
鬼
之
道
。」（
同
頁
）
と
い
う
文
が
あ
る
。
生
に
つ
い
て
知

る
こ
と
の
中
に
死
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
包
含
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
生
と

は
別
に
死
に
つ
い
て
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
は
な
い
と
言
お
う
と
し
て
い
る
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の
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
死
を
実
体
的
に
対
象
化
し
て
こ
れ
に
つ
い

て
思
索
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

吉
川
幸
次
郎
『
論
語
（
中
）』（「
中
国
古
典
選
４
」
朝
日
新
聞
社
、
一

九
七
八
年
）
の
こ
の
段
の
解
説
の
中
に
、「
二
度
目
の
質
問
の
内
容
は
、

死
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
死
と
は

0

0

0

、
人
間
の
死
後
の
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
皇
侃
の

『
義
疏
』、
刑け
い
へ
い

の
『
疏
』
に
い
う
。
つ
ま
り
主
と
し
て
自
然
死
を
意
識
し

て
の
言
葉
で
あ
る
。
清
の
劉
宝
楠
の
『
正
義
』
に
は
、
死
に
処
す
る
態
度

で
あ
る
と
し
、
い
か
な
る
場
合
に
自
ず
か
ら
の
生
命
を
捧
ぐ
べ
き
か
と
問

う
た
と
す
る
が
、
そ
れ
は
普
通
の
説
で
は
な
い
。
や
は
り
自
然
死
を
お
も

に
意
識
し
て
、
死
後
は
ど
う
な
る
か
と
問
う
た
と
見
る
方
が
、
う
べ
な
い

や
す
い
。
孔
子
は
こ
た
え
た
。『
未
ま
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉い

ず
く

ん
ぞ
死
を
知

ら
ん
』。
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
触
れ
る
生
前
の
こ
と
さ
え
も
わ
か
ら
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

。
ど
う
し
て
死
後
の
こ
と
が
わ
か
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
三
十
二
頁

－

三
十
三
頁
）

と
い
う
文
が
あ
る
。

　

果
た
し
て
宋
の
邢

の
疏
に
は
、「『
曰

：

未
知
生
、
焉
知
死
』
者
、
孔

子
言
女
尚
未
知
生
時
之
事

0

0

0

0

0

0

0

0

、
則
安
知
死
後

0

0

0

0

0

乎
？
皆
所
以
抑
止
子
路
也
。
以

鬼
神
及
死
事
難
明
、
又
語
之
無
益
、
故
不
荅
也
。」（
何
晏
注
、
邢

疏

『
論
語
注
疏
』
卷
第
十
一
「
先
進
第
十
一
」（
前
掲
「
十
三
經
注
疏　

整
理

本
」
第
二
十
三
冊
、
一
六
四
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
知
死
」

す
な
わ
ち
死
を
知
る
こ
と
は
、「
知
死
後
」
す
な
わ
ち
死
後
を
知
る
こ
と

と
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
清
の
劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
に
は
、「
進
而
問
死

0

0

0

0

、
欲
知

0

0

處0

死
之
道

0

0

0

也
。
人
有
所
當
死
、
有
所
不
當
死
、
死0

非
季
路
所
難
、
莫0

難0

乎
其

0

0

知
之
明

0

0

0

、
處0

之0

當0

、
然
而
死
非
可
預
期
之
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
故0

柑0

反
其

0

0

所0

自
生

0

0

。
君
子

之
窮
理

0

0

盡0

性0

、
以
至
於
命

0

0

0

0

、
歸0

於
得
正
而
斃

0

0

0

0

0

、
其
不0

憩0

以
父
母
之
身
行

0

0

0

0

0

0

殆0

、
不0

憩0

以
匹
夫
之
諒

0

0

0

0

0

柑0

名0

者
、
皆
惟
其
知
生

0

0

。
敬
吾
生

0

0

0

、
故
重
吾
死

0

0

0

0

也
。
否
則
生
無
以
立
命
、
死
適
柑
大
愚
而
已
、
則
盡
乎
知
死
之
義
矣
。」

（『
論
語
正
義　

下
』〔
高
流
水
點
校
〕
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
、
四
四

九
頁

－

四
五
〇
頁
）
と
あ
る
。

　

死
に
つ
い
て
洞
察
し
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
ほ
ど
難
し
い
も
の
は
な

い
。
し
か
も
死
は
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
死
は

そ
れ
自
体
を
対
象
化
す
る
の
で
は
な
く
、
地
上
に
お
い
て
死
に
収
束
す
る

生
に
焦
点
を
移
し
て
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
『
論
語
正
義
』
の
場
合
、
具
体
的
に
は
「
窮
理
盡
性
、
以
至
於

命
」、「
不
憩
以
父
母
之
身
行
殆
」、
そ
し
て
「
不
憩
以
匹
夫
之
諒
爲
名
」

と
い
う
語
句
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
語
句
の
典
拠
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、

「
窮
理
盡
性
、
以
至
於
命
」
と
い
う
語
句
は
『
易
』「
説
卦
伝
」
の
中
に

「
和
順
于
道
德
而
理
于
義
、
窮
理

0

0

盡0

性0

、
以
至
于
命

0

0

0

0

。」（
王
弼
注
、
孔
穎

達
疏
『
周
易
正
義
』
卷
第
九
「
説
卦
」〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
一

冊
、
三
八
三
頁
〕）
と
あ
る
。「
窮
理
盡
性
、
以
至
於
命
」
の
箇
所
は
岩
波

文
庫
『
易
経　

下
』（
高
田
真
治
・
後
藤
基
巳
訳
）（
一
九
六
九
年
）
で

は
、「
天
下
の
道
理
を
窮
め
尽
く
し
人
間
の
本
性
を
知
り
尽
く
し
て
天
命

を
知
る
の
境
地
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。」（
二
八
八
頁
）
と
訳
し
て
い

る
。

　
「
和
順
」
か
ら
始
ま
る
こ
の
一
文
に
つ
い
て
の
『
周
易
正
義
』
の
「
正
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義
」
に
は
、「
又
能
窮
極

0

0

0

萬0

物
深
妙
之
理

0

0

0

0

0

、
究0

盡0

生0

靈0

所0

禀
之
性

0

0

0

、
物
理

0

0

既
窮

0

0

、
生
性
又

0

0

0

盡0

、
至
於
一
期
所
賦
之
命
、
莫
不
窮
其
短
長
、
定
其
吉

凶
、
故
曰
『
和
順
於
道
徳
而
理
於
義
、
窮
理
盡
性
以
至
於
命
』
也
。」（
同

整
理
本
第
一
冊
、
同
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
「
正
義
」
に
、「
命0

者0

、
人0

所0

禀
受

0

0

、
有
其
定
分

0

0

0

0

、
從
生
至
終
、
有
長
短
之
極
、
故
曰
『
命

者
、
生
之
極
』
也
。
此
所
賦
命
、
乃
自
然
之
至
理
、
故
『
窮
理
則
盡
其

極
』
也
。」（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
万
道
の
道
理
を
探
求
す
る

営
み
を
通
し
て
地
上
で
の
生
が
全
う
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
お
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、「
不
憩
以
父
母
之
身
行
殆
」
と
い
う
語
句
は
『
礼
記
』「
祭
義
」

の
中
に
、「
壹
舉
足
而
不
憩
忘
父
母
、
壹
出
言
而
不
憩
忘
父
母
。
壹
舉
足

而
不
憩
忘
父
母
、
是
故
道
而
不
徑

0

0

0

0

0

0

、
舟
而
不
游

0

0

0

0

、
不0

憩0

以
先
父
母
之

0

0

0

0

0

遺0

體0

行
殆

0

0

。 

壹
出
言
而
不
憩
忘
父
母
、
是
故
惡
言
不
出
於
口
、
忿
言
不
反
於

身
。
不
辱
其
身
、
不
羞
其

、
可
謂
孝
哉
。」（
鄭
玄
注
、
孔
穎
達
疏
『
禮

記
正
義
』
卷
第
四
十
八
「
祭
義
」〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
五

冊
、
一
五
五
九
頁
〕）
と
し
て
あ
る
。「
不
憩
以
先
父
母
之
遺
體
行
殆
」
の

箇
所
は
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系　

28
」
竹
内
照
夫
『
礼
記　

中
』

（
一
九
七
七
年
）
で
は
、「
謹
ん
で
父
母
の
形
見
（
た
る
わ
が
身
）
に
危
険

を
冒
さ
せ
な
い
。」（
七
二
三
頁
）
と
訳
し
て
い
る
。
ま
た
『
禮
記
正
義
』

の
「
正
義
」
に
も
、「『
不
憩
以
先
父
母
之
遺
體
行
殆
』
者
、
以
其
不
忘
父

母
之
遺
體
、
故
不
憩
以
先
父
母
遺
餘
之
體
而
行
歷
危
患
處
。」（
同
書
、
一

五
六
〇
頁
）
と
あ
る
。
概
ね
竹
内
訳
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

ま
た
「
祭
義
」
本
文
中
の
こ
の
箇
所
の
前
に
あ
る
部
分
、「
壹
舉
足
而
不

憩
忘
父
母
、
是
故
道
而
不
徑
、
舟
而
不
游
」（
同
書
、
同
頁
）
の
「
是
故

道
而
不
徑
」
と
「
舟
而
不
游
」
の
箇
所
の
「
正
義
」
の
文
と
意
味
の
上
で

連
続
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、『
礼
記
』「
祭
義
」
中
の
関
連
す
る
こ
の
一
連
の
句
は
、
身

体
は
父
母
か
ら
受
け
た
恩
愛
に
よ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
危
険

か
ら
身
体
を
守
る
こ
と
は
孝
を
尽
く
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

三
番
め
に
、「
不
憩
以
匹
夫
之
諒
爲
名
」
と
い
う
語
句
は
、『
論
語
』

「
憲
問
」
の
中
の
「
豈
若
匹
夫
匹
婦
之

0

0

0

0

0

柑0

諒0

也
、
自
經
於
溝
瀆
而
莫
之
知

也
？
」（
前
掲
『
論
語
注
疏
』
卷
第
十
四
「
憲
問
第
十
四
」〔「
十
三
經
注

疏　

整
理
本
」
第
二
十
三
冊
、
二
一
八
頁
〕
と
い
う
箇
所
に
基
づ
く
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
は
岩
波
文
庫
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注
）
で
は
、

「
と
る
に
た
り
な
い
男
女
が
義
理
だ
て
を
し
て
首
つ
り
自
殺
で
み
ぞ
に
捨

て
ら
れ
、
だ
れ
に
も
気
づ
か
れ
な
い
で
終
わ
る
と
い
う
の
と
、〔
管
仲
ほ

ど
の
人
が
〕
ど
う
し
て
同
じ
に
で
き
よ
う
か
。」（
一
九
六
頁
）
と
訳
し
て

い
る
。
ま
た
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
『
論
語
注
疏
』
の
「
正
義
」
で
は
、

「『
豈
若
匹
夫
匹
婦
之
柑
諒
也
、
自
經
於
溝
瀆
而
莫
之
知
也
』
者
、
自
經
、

謂
經
死
於
溝
瀆
中
也
。
諒
、
信
也
。
匹
夫
匹
婦
、
謂
庶
人
也
、
無

妾

、
唯
夫
婦
相
匹
而
已
。
言
管
仲
志
在
立
功
創
業
、
豈
肯
若
庶
人
之

0

0

0

柑0

小0

信0

、
自0

經0

死
於
溝
瀆
中

0

0

0

0

0

、
而
使
人
莫
知
其
名

0

0

0

0

0

0

0

也
。
且
管
仲
、
召
忽
之
於
公

子
糾
、
君
臣
之
義
未
正
成
、
故
召
忽
死
之
、
未
足
深
嘉
；
管
仲
不
死
、
未

足
多
非
。
死
事
既
難
、
亦
在
於
過
厚
、
故
仲
尼
但
美
管
仲
之
功
、
亦
不
言

召
忽
不
當
死
。」（
同
書
、
二
一
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
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『
論
語
注
疏
』
の
「
正
義
」
に
基
づ
け
ば
、
妾

の
制
度
を
持
た
ぬ
よ

う
な
庶
民
が
信
義
に
よ
っ
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
と
し
て
も
名
を
世
に
遺
す

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
「
小
信
」
で
あ
っ
て
、
意
味
が
な
い
、
管
仲
の
よ

う
に
生
き
な
が
ら
え
て
天
下
に
秩
序
を
も
た
ら
す
こ
と
こ
そ
意
義
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
集
注
は
「
諒
、
小
信
也
。
經
、
縊
也
。
莫
之
知
、

人
不
知
也
。」（
中
華
書
局
「
新
編
諸
子
集
成
」『
四
書
章
句
集
注
』、
一
五

三
頁
）
と
の
み
記
す
。
大
略
、『
論
語
注
疏
』
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
『
論
語
正
義
』
で
は
「
…
則
匹
夫
者
、
所
謂
獨
行
之
士
、
惜
一
己
之

節
、
不
顧
天
下
者
也
、
非
以
匹
夫
柑
賤
而
非
之
。」（
前
掲
書
、
五
八
〇

頁
）
と
し
て
い
る
。「
匹
夫
」
を
召
忽
を
指
す
も
の
と
し
、
そ
の
行
為
を

評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
こ
の
部
分
の
最
後
で
『
論
語
正

義
』
は
、「
然
有
管
仲
之
功
、
則
可
不
死
、
若
無
管
仲
之
功
、
而
背
君
事

讎
、
貪
生
失
義
、
又
遠
不
若
召
忽
之
柑
諒
也
。」（
同
書
、
五
八
一
頁
）
と

記
す
。
君
主
の
死
に
殉
じ
た
「
匹
夫
」
の
召
忽
の
処
し
方
を
明
確
に
条
件

つ
き
で
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
清
代
の
劉
宝
楠
に
至
る
ま
で
『
論
語
』
の
世
界
で
は
自
ら

の
死
を
重
視
す
る
こ
と
は
自
ら
の
生
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は

肉
体
的
生
命
を
大
切
に
守
り
事
物
の
道
理
を
窮
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
徹
頭
徹
尾
、
視
線
を
地
上
で
の
生
の
世
界
に

投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
的
生
命
が
地
上
で
の
終
極
を
迎
え
た
後

に
別
次
元
で
の
生
命
の
存
続
が
あ
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
七
克
』
の
世
界
に
戻
っ
て
み
た
い
。『
七
克
』
に
よ
れ
ば
、
真
の
幸
い

と
真
の
禍
は
人
が
地
上
で
の
生
命
を
終
え
た
後
に
そ
の
生
涯
の
行
な
い
に

応
じ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
幸
い
で
も
な
く
禍
で
も
な
い
も
の

は
人
が
こ
の
地
上
で
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
富
の
有
無
や

身
分
の
高
下
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

中
国
の
正
統
的
な
伝
統
思
想
で
あ
る
儒
教
の
枠
組
は
地
上
的
生
命
が
終

了
し
た
後
の
別
次
元
の
世
界
を
構
想
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
世
で

の
富
の
有
無
や
身
分
の
高
下
は
、
幸
い
で
あ
る
か
、
禍
で
あ
る
か
、
異
論

の
余
地
が
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

永
遠
の
視
点
か
ら
現
在
の
貧
富
や
貴
賎
を
捉
え
直
す
と
き
自
ら
の
置
か

れ
た
境
遇
が
相
対
化
さ
れ
得
る
。
そ
の
と
き
、
人
は
最
早
外
的
な
状
況
に

束
縛
さ
れ
、
そ
れ
に
隷
属
す
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
く
な
り
、
自
由
へ
の

地
歩
を
得
る
。

　
　

夫
人
自
不
願
爲
善
爲
惡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
而
天
主
强
之

0

0

0

0

0

、
于
理
無

0

0

0

有0

。
自0

有0

應
受
天

0

0

0

樂
之
功
德

0

0

0

0

、
而
天
主
拒
之
、
有
應
受
地
獄
之
罪
過
、
而
天
主
不
加

之
、
亦
于
理
無
有
。
則
曷
可
謂
天
主
以
眞
禍
加
善
人
、
以
眞
福
加
惡

人
與
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初
函
』『
七
克　

二
』
卷
之
四
、
二

十
三
葉
裏

－

又
二
十
三
葉
表
）。

　

善
を
な
す
こ
と
で
あ
れ
、
悪
を
行
な
う
こ
と
で
あ
れ
、
人
が
自
ら
意
志

し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
が
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
は
道
理
と
し
て

な
い
。
天
上
で
の
楽
し
み
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
の
善
行
が
あ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
が
そ
れ
を
拒
む
こ
と
は
な
い
。
ま
た
地
獄
の
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苦
し
み
を
受
け
る
に
値
す
る
ほ
ど
の
悪
行
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

神
が
そ
れ
を
与
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
神
は
「
ま
こ
と
の
幸
い
」
を
善
人

に
施
し
、「
ま
こ
と
の
禍
」
を
悪
人
に
下
す
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
自
由
な
道
徳
主
体
と
し
て
の
人
間
が
措
定
さ
れ
て
い
る
。

フ
ー
ベ
ル
ト
・
イ
ェ
デ
ィ
ン
『
公
会
議
史
』（
梅
津
尚
志
・
出
崎
澄
男

訳
）（
南
窓
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
義
化
に
関
す
る
問
題
を

扱
っ
た
「
改
訂
を
重
ね
た
末
の
第
三
の
決
議
草
案
が
、
翌
一
五
四
七
年
一

0

0

0

0

0

0

月
七
日
の
第
六
会
議

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
い
て
よ
う
や
く
全
会
一
致
に
近
い
賛
意
を
か
ち

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
そ
の
根
本
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
人
間

3

3

の
意
志
は

3

3

3

3

、
義
化
の
全
過
程
を
司
る
神
の
恩
寵
と
協
力
す
る
も
の
で
あ

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

り3

、
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
は
何
ら
か
の
功
徳

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

（m
eritum

）
を
積
む
可
能
性

3

3

3

3

3

3

を
有
す
る

3

3

3

3

こ
と
、
二
つ
に
は
、
人
間
を
聖
化
す
る
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
人

間
は
内
的
に
聖
化
さ
れ
る
こ
と
（
単
に
義
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
る
の
で
は

な
い
）、
こ
の
二
点
で
あ
る
。」（
一
一
二
頁
）
と
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
重
要
な
合
意
事
項
の
う
ち
、『
七
克
』
の
本

文
が
関
係
す
る
の
は
前
者
で
あ
ろ
う
。「
應
受
天
樂
之
功
德
」（
二
十
三
葉

裏
）
と
い
う
語
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
由
意
志
に
よ
っ
て
神
の
恩
寵
に
協
力
し
て
善
を
行
な
い
、
そ
の
善
が

「
功
徳
」（m
eritum

）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。『
七
克
』
に
用
い
ら
れ

て
い
る
「
功
徳
」
と
い
う
語
は
ま
さ
に‘m

eritum
’

の
漢
訳
語
と
し
て

用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

Ｐ
・
ネ
メ
シ
ェ
ギ
、
纐
纈
康
兵
『
神
の
恵
み
の
神
学
』（
南
窓
社
、
一

九
六
七
年
）
第
五
章
「
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
義
化
に
関
す
る
教
え
」

「
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
義
化
論
の
要
点
」
に
よ
れ
ば
、「
ト
リ
エ
ン
ト
公

会
議
の
義
化
に
関
す
る
教
え
は
、
次
の
三
つ
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
ま
ず
第
一

3

3

に
人
間
の
義
化
は
、
…
神
が
人
間
を
義
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
内
面
的
に
真
に
聖
化
さ
れ
、
義
人
と
変
え
ら
れ

る
。
…
第
二

3

3

に
、
人
間
の
義
化
の
過
程
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ズ

ス
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
神
の
恩
恵
は
、
先
行
的
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
…
第
三

3

3

に
、
人
間
は
そ
の
義
化
の
過
程
、
ま
た
義
人
と
し
て
の
生
活

に
お
い
て
、
単
に
受
動
的
に
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
照
ら

し
、
助
け
、
強
め
る
神
の
恩
恵
に
、
自
由
意
志
を
も
っ
て
心
か
ら
従
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。」（
傍
点
、
著
者
注
。
二
二
二
頁

－

二
二
三
頁
）
と
あ

る
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
義
化
に
関
す
る
三
つ
の
要
諦
の
う
ち
、『
七

克
』
の
本
文
が
関
係
す
る
の
は
第
二
と
第
三
で
あ
ろ
う
。
神
の
恩
寵
が
先

行
的
に
働
い
て
、
人
間
は
そ
れ
に
対
し
て
自
由
意
志
を
も
っ
て
応
答
し
善

を
な
す
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
人
の
善
行
に
先
行
す
る
と
明
記
さ
れ
た
形

で
の
神
の
恩
寵
に
つ
い
て
は
『
七
克
』
の
本
文
に
お
い
て
明
確
に
述
べ
ら

れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
神
学
的
に
は
重
要
な
恩
寵
の
先
行
的
性
格

が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
人
間
の
自
由
意
志
は
紙
上
に
記
さ

れ
、
神
の
恩
寵
は
紙
背
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
知
識

人
が
神
の
恩
寵
と
い
う
未
知
の
概
念
へ
の
理
解
を
深
め
る
の
は
書
物
を
通

し
て
で
は
な
く
、
宣
教
師
と
の
一
対
一
の
語
ら
い
を
通
し
て
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

聖
亞
吾
斯
丁
云
、
富
貴
安
樂
天
主
予
之
善
人
、
徵
非
眞
禍
、
予
之
惡
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人
、
徵
非
眞
福
。
其
爲
禍
福

0

0

0

0

、
特
視

0

0

所0

用0

。
用
以
建
德

0

0

0

0

、
坪
燕

0

0

樂0

、

乃
福

0

0

。
用
以
助
惡

0

0

0

0

、
坪
燕

0

0

罰0

、
乃
禍
也

0

0

0

。
因
富
以
敬
天
主
周
貧
人
、

則
富
爲
福
。
若
因
而
縱
欲
害
人
、
則
富
爲
禍
也
。
因
貧
以
怨
天
主
、

貪
富
人
、
則
貧
爲
禍
。
若
用
以
抑
情
增
忍
、
則
貧
爲
福
矣
。
諸
如
此

類
、
可

推
也
。
第
兩
者
之
損
益
、
人
每
不
能
自
豫
定
之
、
獨
天
主

無
量
之
鑑
、
乃
能
定
之
（
同
『
天
學
初
函
』『
七
克　

二
』
卷
之

四
、
又
二
十
三
葉
表
）。

　

こ
こ
で
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
言
葉
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

ど
こ
ま
で
含
ま
れ
る
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
富
貴
安
樂
」
か
ら
「
徵

非
眞
福
」
ま
で
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
述
の
う
え
で

重
要
な
も
の
は
そ
の
次
の
文
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

幸
い
で
あ
る
か
禍
で
あ
る
か
は
そ
の
用
い
方
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
富
に

よ
っ
て
貧
し
い
人
々
を
救
済
す
れ
ば
、
富
は
幸
い
な
も
の
と
な
る
が
、
富

に
よ
っ
て
欲
望
を
肥
大
化
さ
せ
他
者
の
生
存
を
侵
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
富

は
禍
と
な
る
。
他
方
、
貧
し
い
と
い
う
理
由
で
神
に
不
平
不
満
の
念
を
抱

い
た
り
、
或
い
は
富
め
る
者
の
有
す
る
富
に
心
を
奪
わ
れ
そ
れ
を
渇
望
す

る
な
ら
ば
、
貧
し
さ
は
禍
と
な
る
が
、
貧
し
さ
に
よ
っ
て
感
情
を
制
御
し

忍
耐
力
を
養
成
す
る
な
ら
ば
、
貧
し
さ
は
幸
い
な
も
の
と
な
る
。
自
分
に

与
え
ら
れ
た
富
や
貧
し
さ
が
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
か
、
利
益
を
も

た
ら
す
も
の
な
の
か
、
人
は
ど
ん
な
と
き
で
も
前
も
っ
て
知
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
た
だ
す
べ
て
の
も
の
を
無
限
に
見
透
す
こ
と
の
出
来
る
神
だ
け

が
そ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

人
間
は
選
択
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
ぬ
所
与
の
状
況
の
中
に
置
か
れ
る
け

れ
ど
も
、
客
体
と
し
て
そ
の
状
況
に
一
方
的
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、

主
体
と
し
て
そ
の
状
況
に
能
動
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
順
境
と
思
し
き
状
況
或
い
は
ま
た
逆
境
と
思
し
き
状
況
の

い
ず
れ
か
ら
も
自
由
で
あ
り
得
る
。
自
ら
の
状
況
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と

な
く
、
そ
の
中
で
道
徳
的
善
の
実
践
に
専
心
励
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
道
徳
の
実
践
こ
そ
が
状
況
か
ら
の
自
由
を
可
能
に
す
る
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

夫
古
今
修
德
者
、
莫
不
因
輕
世
福
之
夘
、
成
就
其
聖
賢
。
世
人
娃
罪

者
、
亦
莫
不
因
重
世
福
之
夘
、
受
欺
惑
於
邪
魔
、
則
世
福

0

0

者0

、
䧟0

善0

之0

0

、
聖0

賢0

所0

懼0

、
引
惡
之

0

0

0

0

、
邪
魔

0

0

所0

據0

、
人
以
爲
實
德
之
觜
、

謬
莫
大
矣
。
使0

天
主
必
以
世
福
酬

0

0

0

0

0

0

0

德
、
行
德

0

0

者
、
遂0

希
世

0

0

觜0

、
與
工

人

直
何
袷
、
挾
貪
心
以
行
德

0

0

0

0

0

0

、
侖0

存
德

0

0

虚0

形0

、
豈
存
德
實
性
哉

（
同
書
同
卷
、
二
十
四
葉
表
│
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
原
本
に

よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

こ
の
世
で
の
幸
い
と
い
う
も
の
は
善
の
落
と
し
穴
、
悪
の
誘
因
で
あ

る
。
人
は
そ
の
幸
い
を
徳
行
へ
の
報
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ
よ
り
大
き
な

誤
り
は
な
い
。
神
が
徳
行
に
対
し
て
例
外
な
く
こ
の
世
で
の
幸
い
に
よ
っ

て
報
い
る
な
ら
ば
、
徳
を
行
な
う
者
は
結
局
こ
の
世
で
の
報
い
を
期
待
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
職
人
が
工
賃
を
要
求
す
る
の
と
同
じ
で
あ

る
。
貪
り
の
心
を
も
っ
て
徳
を
行
な
っ
て
も
、
徳
の
外
形
を
保
っ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
こ
で
善
書
運
動
の
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
奥
崎
裕
司
「
民
」
に
よ
れ

ば
、「
宋
か
ら
明
に
か
け
て
の
学
問
世
界
で
は
、
こ
の
よ
う
に
民
の
主
体
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性
が
注
目
さ
れ
、
民
を
実
践
主
体
と
し
て
強
調
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
応
し
て
民
間
で
は
善
書
の
作
成
・
普
及
が
一
つ
の
運
動
と
な
り
、
ま
た

あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
善
書
に
も
と
づ
く
生
活
実
践
を
す
る
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
っ
て
い
っ
た

0

0

0

0

0

0

。」（
前
掲
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
一
年
、
二
二
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
宋
代
よ
り
明
代
に
至
る
ま

で
「
儒
道
仏
三
教
に
わ
た
っ
た
勧
善
書
の
略
で
あ
り
、
民
衆
的
生
活
規
範

の
書
で
あ
っ
た
。」（
同
書
同
頁
）
と
こ
ろ
の
善
書
を
実
践
し
よ
う
と
す
る

運
動
が
階
層
横
断
的
に
起
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
善
書
の
一
種
に
功
過
格
が
あ
り
、「
明
代
の
隆
慶
三
年
（
一
五
六

九
）
に
雲
谷
禅
師
が
袁
黄
に
独
自
の
功
過
格
を
授
け
、
そ
れ
を
袁
は
『
陰

隲
録
』
と
い
う
か
た
ち
で
刊
行
し
た
。
ま
た
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇

四
）、
雲う

ん
せ
い
し
ゅ
こ
う

棲
袾
宏
は
『
自
知
録
』
と
い
う
か
た
ち
で
公
開
し
た
。
こ
う
し

て
功
過
格
は
特
定
教
団
の
手
を
離
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
士
人

0

0

・
庶
民
の
自
己
規
制
の
書
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
流
布
さ
れ
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
同
書
、
二
二
七
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
明
末
に
は
『
陰
隲
録
』
や
『
自
知
録
』
が
世
に
出
て
、
知

識
人
と
民
衆
の
双
方
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

功
過
格
と
は
「
人
間
の
い
っ
さ
い
の
思
念
・
行
為
は
神
に
よ
っ
て
監
察

さ
れ
て
い
て
、
神
意
に
よ
っ
て
吉
凶
禍
福
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
考
え
は

古
来
あ
り
、
そ
こ
で
は
主
体
が
神
の
側
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
の

0

0

0

い
っ
さ
い
の
思
念

0

0

0

0

0

0

0

・
行
為
の
善
悪
と
そ
の
程
度
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
定
の
基
準
に
も
と

0

0

0

0

0

0

0

0

づ
い
て
判
定
し

0

0

0

0

0

0

、
記
述
し

0

0

0

、
計
算
す
る

0

0

0

0

こ
と
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
た
。」

（
同
書
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、「
功
過
格
の
実
践

は
、
吉
凶
禍
福
を
本
人
の
努
力
に
よ
っ
て
左
右
し
よ
う
と
す
る
試
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ

り
、
主
体
が
神
で
は
な
く
人
間
の
側
に
あ
る
。」（
同
書
同
頁
）
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

功
過
格
の
思
想
は
『
七
克
』
の
論
述
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
人
間
の
い
っ
さ
い
の
思
念
・
行
為
は
神
に

よ
っ
て
監
察
さ
れ
て
」
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『
七
克
』
の
場
合
、

神
は
「
人
間
の
い
っ
さ
い
の
思
念
・
行
為
」
に
対
し
て
こ
の
世
に
お
い
て

幸
い
や
禍
と
い
う
形
で
必
し
も
報
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
そ

う
で
あ
る
が
故
に
、
地
上
で
は
善
人
と
思
し
き
人
が
禍
に
遭
い
、
悪
人
と

思
し
き
人
が
幸
い
を
得
る
現
実
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
神

か
ら
報
い
と
し
て
の
地
上
で
の
幸
い
を
得
る
た
め
に
善
を
行
な
う
と
い
う

功
過
格
に
お
け
る
よ
う
な
道
徳
実
践
の
手
段
化
は
見
ら
れ
な
い
。『
七

克
』
の
中
の
「
挾
貪
心
以
行
德
、
侖
存
德
虚
形
」
と
い
う
語
句
は
観
念
的

な
次
元
の
も
の
で
は
な
く
、
現
世
利
益
を
目
的
と
し
て
追
求
し
孜
孜
と
し

て
道
徳
実
践
に
励
む
少
な
か
ら
ぬ
功
過
格
の
徒
を
眼
前
に
見
据
え
た
嘆
き

の
声
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
『
七
克
』
の
中
の
神
義
論
に
通
じ
る
第
二
の
論
述
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。

　
　

假
令
父
有
円
子
、
一
愚
、
一
慧
。
愚
者
時
時
嬉
遊
、
了
無
譴
怒
、
慧

者
時
時
勤
敏
、
則
督
責
之
。
童
兒
之
情
、
但
見
目
前
、
無
志
日
後
、

以
爲
厚
于
愚
、
薄
于
慧
。
不
知
父
無
望
於
愚
者
、
慧
則
有

也
。
世0

人
之

0

0

情0

、
何0

袷0

愚
童

0

0

、
富
貴
寧
壽

0

0

0

0

、
謂
天
厚
之

0

0

0

0

、
窘0

貧0

賤
夭

0

0

、
謂
天

0

0

薄0

之0

。
不
知

0

0

今0

福
後
福
不

享

0

0

0

0

0

0

、
天0

（
？ 

）
主
所

0

0

欲
豐

0

0

觜0

於
天

0

0

者0

、
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先0

凝0

之
於
世

0

0

0

、
以
苦

0

0

錬0

化
其

0

0

過0

滓0

、
增
其
功
德
也

0

0

0

0

0

。
恒
豐
於
世
福
、

無
患
難
、
恣
其
非
義
而
不
見
譴
責
者
、
上
帝
所
藕
於
天
、
約
燕
罰
於

地
獄
也
。
如
醫
然
、
病
可
爲
、
則
進
苦
口
之
藥
、
多
所
禁
忌
、
其
重

不
可
救
、
乃
悉
惟
所
願
、
不
禁
焉
（
同
書
同
卷
、
二
十
四
葉
裏

－

二

十
五
葉
表
）。

　

二
人
の
子
の
父
親
が
い
た
。
一
人
の
子
は
愚
か
者
で
、
も
う
一
人
の
子

は
賢
か
っ
た
。
愚
か
な
ほ
う
は
い
つ
も
遊
ん
で
ば
か
り
い
た
が
、
父
親
か

ら
叱
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
賢
い
ほ
う

は
常
に
勤
勉
で
あ
っ
た
が
、
父
親
か
ら
厳
し
く
責
め
ら
れ
て
い
た
。
子
ど

も
は
今
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
父
親
は
愚
か
な
ほ
う
に
手
厚

く
、
賢
い
ほ
う
に
冷
た
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
父
親
が
愚
か
な
ほ
う
に

望
み
を
持
た
ず
、
賢
い
ほ
う
に
厚
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

世
の
中
の
人
間
も
こ
の
愚
か
な
子
ど
も
と
同
じ
で
あ
る
。
富
貴
や
安

寧
、
長
寿
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
天
は
そ
の
人
を
厚
遇
し
て
い
る
と
言

い
、
ま
た
貧
し
か
っ
た
り
、
身
分
が
低
か
っ
た
り
、
短
命
で
あ
っ
た
り
す

る
な
ら
ば
、
天
は
そ
の
人
に
冷
淡
で
あ
る
と
言
う
。

　

こ
れ
は
現
在
の
幸
い
と
将
来
の
幸
い
の
二
つ
と
も
享
受
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
神
が
天
に
お
い
て
豊
か
に
報
お

う
と
す
る
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
人
を
ま
ず
こ
の
地
上
に
お
い
て
低
い
地

位
に
置
き
苦
し
み
に
よ
っ
て
そ
の
残
り
か
す
を
煉
り
清
め
そ
の
功
徳
を
増

や
す
の
で
あ
る
。
い
つ
も
こ
の
世
の
幸
い
に
お
い
て
豊
か
で
苦
し
み
悩
み

が
な
く
、
悪
い
こ
と
を
し
た
い
放
題
で
も
叱
り
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
人
は
神
に
よ
っ
て
天
に
て
見
捨
て
ら
れ
た
人
で
、
地
獄
に
て
永
遠
の
罰

を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

神
は
医
者
に
似
て
い
る
。
医
者
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
苦

い
薬
を
処
方
し
禁
示
事
項
も
多
く
す
る
が
、
重
病
で
回
復
の
め
ど
が
立
た

な
い
な
ら
ば
、
患
者
の
希
望
ど
お
り
に
し
て
禁
示
事
項
を
設
け
な
い
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
次
の
文
章
が
後
続
す
る
。

　
　

父
以
難
事
責
於
子
、
君
以
抬
事
託
於
臣

孝
子
忠
臣
、
必
不
謂
君
父

惡
我
害
我
。
蓋
乃
貴
我
重
我
、
以
我
爲
孝
子
忠
臣
、
故
也
。
天
主

0

0

、

人
之
共

0

0

0

主0

公0

父
、
以
艱
難

0

0

0

遺0

我0

、
而
不

0

0

遺0

彼0

、
以
驗
其
愛
我
重
我
於

0

0

0

0

0

0

0

0

彼
也

0

0

（
同
書
同
卷
、
二
十
五
葉
表
）。

　

父
親
は
難
し
い
こ
と
を
子
に
求
め
、
君
主
は
臣
下
に
危
険
な
こ
と
を
託

す
。
孝
子
や
忠
臣
は
君
主
や
父
親
が
自
分
を
憎
ん
で
い
る
と
か
、
自
分
を

害
す
る
と
か
は
絶
対
言
わ
な
い
。
思
う
に
、
父
親
や
君
主
は
自
分
の
こ
と

を
高
く
評
価
し
、
自
分
を
孝
子
や
忠
臣
と
考
え
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
神
は
人
の
共
通
の
主
（「
共
主
」）
で
あ
り
す
べ
て
の
人

の
父
（「
公
父
」）
で
あ
る
。
苦
難
を
自
分
に
与
え
て
彼
に
与
え
な
い
の

は
、
自
分
の
こ
と
を
彼
よ
り
愛
し
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

人
は
今
の
世
で
の
幸
い
と
後
の
世
で
の
幸
い
を
二
つ
と
も
享
受
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
あ
れ
か
、
こ
れ
か
で
あ
る
。
神
は
後
の
世
で
豊
か
に
報

お
う
と
す
る
者
に
は
、
今
の
世
で
は
低
い
地
位
に
置
い
て
苦
難
を
与
え
て

錬
り
清
め
て
「
功
徳
」
を
増
大
さ
せ
る
（「
先
凝
之
於
世
、
以
苦
錬
化
其
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過
滓
、
增
其
功
德
也
」）。
共
通
の
主
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
の
父
で
あ
る

神
が
他
者
で
は
な
く
自
分
と
い
う
人
間
に
苦
難
を
与
え
る
の
は
、
神
が
他

者
に
ま
さ
っ
て
自
分
と
い
う
人
間
を
愛
す
る
こ
と
を
明
ら
か
な
形
で
示
し

た
い
が
た
め
な
の
で
あ
る
。

　
『
七
克
』
の
中
の
神
義
論
に
通
じ
る
第
三
の
論
述
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。

　
　

一
賢
出
行
、
遇
一
盛
德
人
、
被
獅
子

死
於
野
、
及
郊
、
遇
一
惡
人

之
喪
甚
盛
、
竊
疑
曰
、
彼
賢
而
橫
死
、
無
人
巾
之
、
此
不
肖
而
人
崇

之
、
非
上
帝
明
釋
我
此
故
、
我
不
前
矣
。
忽
有
天
神
曰
、
此
誠
惡

0

0

0

、

曾0

有0

微0

善0

、
上
帝
以

0

0

0

微0

榮
酬
之

0

0

0

、
其
靈
神
重
受
大
苦
於

0

0

0

0

0

0

0

0

們0

境0

、
彼
誠

0

0

賢0

、
曾0

有0

微
過

0

0

、
上
帝
以
此
橫
死
鍊
之

0

0

0

0

0

0

0

0

、
其
靈
頗
霑
大
樂
於
天
域

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

但
爾
以
後
、
慎
忽
要
上
帝
。

上
帝
所
爲
、
惟
信
蕪
之
、
忽
强
測

之
、
言
訖
不
見
（
同
書
同
卷
、
二
十
七
葉
裏
）。

　

或
る
賢
者
が
外
出
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
人
の
有
徳
の
士
が

野
原
で
獅
子
に
噛
み
殺
さ
れ
る
場
面
に
遭
遇
し
た
。
郊
外
に
行
く
と
、
一

人
の
悪
人
の
葬
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
情
景
に
出
会
っ
た
。
賢
者

は
心
中
疑
問
の
念
が
生
じ
た
。
か
の
有
徳
の
士
は
善
良
な
人
物
で
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
体
を
引
き

取
り
埋
葬
す
る
人
と
て
な
い
。
こ
の
悪
人
は
行
な
い
が
正
し
く
な
い
に
も

か
わ
ら
ず
、
人
は
敬
い
尊
ぶ
。
神
が
自
分
に
こ
の
わ
け
を
説
き
明
か
し
て

く
れ
な
け
れ
ば
、
自
分
は
前
に
進
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
と
き
突

然
、
天
使
が
現
わ
れ
て
言
っ
た
。「
こ
の
悪
人
は
実
際
悪
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
か
つ
て
ほ
ん
の
僅
か
ば
か
り
善
い
こ
と
を
し
て
い
る
。
神
は
ほ
ん
の

僅
か
ば
か
り
の
栄
誉
に
よ
っ
て
こ
れ
に
報
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

霊
魂
は
い
ま
は
死
者
の
世
界
で
重
く
大
き
な
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
。
他

方
、
か
の
有
徳
の
士
は
果
た
し
て
善
良
で
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
か
つ

て
ほ
ん
の
僅
か
に
過
ち
が
あ
っ
た
。
神
は
不
慮
の
死
を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
人
を
「
浄
化
」（「
鍊
之
」
│
│
前
掲
清
水
宏
「
苦
し

み
」
に
よ
れ
ば
「
…
旧
約
聖
書
に
は
苦
し
み
を
新
し
い
命
へ
の
一
つ
の
源

泉
と
み
な
す
積
極
的
な
傾
き
も
あ
る
。
苦
し
み
は
民
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す

る
神
の
訓
練
、
浄
化

0

0

、
教
育
な
の
で
あ
る
。」〔『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事

典
』
第
二
巻
、
六
二
七
頁
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
苦
難
に
は
旧
約
聖
書
に
お

い
て
そ
の
一
つ
の
意
義
と
し
て
「
浄
化
」（purificatio

）
が
あ
っ
た
の

で
、「
鍊
之
」
を
「
浄
化
」（〔
同
事
典
第
三
巻
、
二
七
四
頁

－

二
七
五

頁
〕
の
意
味
で
捉
え
て
み
た
の
で
あ
る
）
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
霊
魂
は

い
ま
は
天
の
世
界
に
て
大
い
な
る
楽
し
み
を
享
受
し
て
い
る
。
あ
な
た
は

今
後
決
し
て
神
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
神
が
な
す
こ
と
は
ひ
た
す
ら
良

い
こ
と
と
た
だ
信
じ
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
さ
い
。
無
理
に
臆
測
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
。
言
い
終
わ
る
と
、
天
使
の
姿

は
見
え
な
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
善
人
が
禍
に
遭
い
、
悪
人
が
幸
い
を
得
る
事
象
の
存
在
す
る

こ
の
世
界
に
、
義
な
る
神
の
意
思
は
貫
徹
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と

い
う
問
い
へ
の
一
つ
の
答
え
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

義
な
る
神
の
意
思
は
最
終
的
に
今
の
世
で
は
な
く
、
後
の
世
で
完
結
的
な

形
で
実
現
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
善
人
に
は
後
の
世
で
永
遠
の
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幸
い
を
与
え
る
た
め
に
今
の
世
で
わ
ず
か
な
悪
へ
の
報
い
と
し
て
束
の
間

の
苦
し
み
を
与
え
、
他
方
悪
人
に
は
後
の
世
で
永
遠
の
苦
し
み
を
与
え
る

た
め
に
今
の
世
で
わ
ず
か
な
善
へ
の
報
い
と
し
て
束
の
間
の
幸
い
を
与
え

る
の
で
あ
る
。
現
在
の
世
界
は
永
遠
の
世
界
に
収
斂
さ
れ
て
行
く
よ
う
に

態
勢
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
天
主
實
義
』
の
第
六
篇
に
も
、「
其
有
柑

善
而
貧
賤
者
、
或
因
柑
善
之
中
有
小
過
惡
焉
。
故
上
帝
以
是
現
觜
之
。
至

於

後
既
無
所
欠
、
則
入
全
福
之
域
、
燕
享
常
樂
矣
。
亦
有
柑
惡
而
富
貴

者
、
乃
行
惡
之
際

有
微
善
存
焉
。
故
上
帝
以
是
償
之
、
及
其
死
後
既
無

可
擧
、
則
䧟
深

之
獄
、
燕
受
罪
苦
矣
。」（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初

函
』『
天
主
實
義
』
下
巻
、
三
十
葉
表
）
と
あ
る
（
│
│
こ
の
部
分
は
柴

田
篤
先
生
訳
『
天
主
実
義
』〔
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
〕
で

は
、「
善
を
行
い
な
が
ら
貧
賤
に
あ
る
者
も
い
る
の
は
、
善
を
行
っ
て
い

る
中
に
、
小
さ
な
過
失
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

天
主
（
上
帝
）
は
、
現
世
に
お
い
て
は
貧
賤
で
も
っ
て
﹇
そ
の
小
さ
な
過

失
に
﹈
報
い
、
死
後
に
至
っ
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
完
全
な
幸

福
の
場
所
﹇
す
な
わ
ち
天
国
﹈
に
入
れ
、
永
遠
の
楽
し
み
を
受
け
さ
せ
る

の
で
す
。
ま
た
、
悪
を
行
い
な
が
ら
富
貴
に
あ
る
者
も
い
る
の
は
、
悪
を

行
っ
た
際
に
わ
ず
か
な
善
行
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
天
主
（
上
帝
）
は
、﹇
現
世
に
お
い
て
は
﹈
富
貴
で
も
っ
て
﹇
そ
の

小
さ
な
善
行
に
﹈
報
い
、
死
後
に
至
っ
て
誉
め
る
べ
き
も
の
が
な
け
れ

ば
、
深
く
暗
い
地
獄
に
落
と
し
、
永
遠
の
苦
し
み
を
受
け
さ
せ
る
の
で

す
。」（
二
〇
九
頁
）
と
あ
る
）。

　

更
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
神
の
国
』
第
一
巻
第
八
章
に
も
、「
じ
っ

さ
い
、
来
世
の
た
め
に
、
正
し
い
も
の
に
は
善
を
用
意
し
て
、
正
し
く
な

い
者
が
そ
れ
を
共
有
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
、
不
敬
な
も
の
に
は
悪

を
用
意
し
て
、
善
き
も
の
が
そ
れ
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
神
の
摂
理
に
か
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
世
の
善
と

0

0

0

0

0

0

悪
と
は

0

0

0

、
正
し
い
も
の
に
も
不
敬
な
も
の
に
も
共
通
の
も
の
と
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
善
が
悪
し
き
も
の
も
ま
た
所
有
す
る
の
が
認
め
ら

れ
る
と
き
、
善
は
あ
ま
り
に
も
は
げ
し
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま

た
、
悪
に
よ
っ
て
善
き
も
の
も
ま
た
悩
ま
さ
れ
る
と
き
、
悪
は
見
苦
し
い

仕
方
で
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（
服
部
英
次
郎
訳
『
神

の
国　

㈠
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
三
十
一
頁
）
と
あ
る
。

　

要
す
る
に
『
七
克
』
の
記
述
は
十
七
世
紀
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
共
通

認
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
見
方
は
佐
竹
明
『
新
約
聖
書
の
諸
問
題
』（
新
教
出
版

社
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
れ
ば
、「
…
ユ
ダ
ヤ
教
の
黙
示
文
学
は
、
邪
悪

な
こ
の
世
に
あ
っ
て
は
、
苦
難
は
む
し
ろ
義
人
に
の
ぞ
む
運
命
と
理
解
し

た
（
た
と
え
ば
Ⅰ
エ
ノ
ク
一
〇
三
・
九

－

一
五
）。
そ
の
際
、
苦
難
の
問

題
は
、
来
た
る
べ
き
世
で
は
人
の
運
命
が
百
八
十
度
か
わ
り
、
こ
の
世
で

苦
し
ん
だ
義
人
は
救
わ
れ
、
こ
の
世
で
喜
ん
だ
悪
人
は
悲
し
む
と
い
う
考

え
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
解
決
が
は
か
ら
れ
る
。」（
一
八
三
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
黙
示
文
学
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
こ
の
よ
う
な
『
二
つ
の
世
』
の
理
論
と
結
び
つ
く
苦

難
理
解
が
新
約
諸
文
書
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
新
約
全
体
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の
持
つ
終
末
論
的
指
向
性
か
ら
考
え
て
、
容
易
に
推
定
で
き
る
。
事
実
、

新
約
諸
文
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
る
発
言
が
少
な
く
な

い
（
た
と
え
ば
ル
カ
六
・
二
二
以
下
、
使
徒
行
伝
一
四
・
二
二
）。」（
同

書
、
一
八
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
新
約
聖
書
の
中
に
も
見
ら
れ
る
も
の

で
も
あ
っ
た
。

　

不
条
理
や
不
公
正
が
横
行
し
矛
盾
に
満
ち
た
こ
の
世
界
に
正
義
を
貫
く

と
こ
ろ
の
絶
対
的
存
在
は
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
り
得
る
の
か
、
と
い
う
の

が
神
義
論
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
七
克
』
の
議
論
は
現
在
と
い
う
有
限
的

時
間
軸
に
永
遠
と
い
う
無
限
的
時
間
軸
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
の
問
題
の
隘
路
を
打
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、『
七
克
』
の
中
の
神
義
論
に
通
じ
る
三
つ
の
論
述
に
つ
い
て
見

て
み
た
。
こ
れ
ら
を
含
め
、『
七
克
』
全
体
、
お
も
に
卷
四
を
中
心
に

『
七
克
』
の
論
述
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

第
一
の
特
徴
は
苦
難
に
意
義
を
見
出
し
、
こ
れ
を
肯
定
的
に
評
価
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

夫
苦
難
不
論
大
小

0

0

0

0

0

0

0

、
不
論
由
人
由
物

0

0

0

0

0

0

、
皆
天
主

0

0

0

有0

意0

分0

予0

焉0

。
聖0

賢0

明
於
此
理

0

0

0

0

、

苦
難
弗
視
由
人
由
物
、
不
辨
有
故
無
故
、
惟
視
難

0

0

0

所0

從
來
之
原

0

0

0

0

、
侖0

蕪0

而0

忍0

之0

、
夫
爾
受
人
之
害
、
獨
視
爲
人
所
加
、
或

能
辭
曰
我
未
掟
得
罪
於
此
人
、
則
不
堪
忍
。
若
視
上
帝

0

0

0

0

所0

加0

、
能
或

0

0

言
我
未

0

0

0

掟0

得
罪
於
上
帝
乎

0

0

0

0

0

0

。
人
人
無
不
自
知
以
惡
念
惡
言

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
及
非
義

0

0

0

之
行

0

0

、
屢0

娃0

天0

道0

、
是
以

0

0

0

苦
難

0

0

、
黙
念
所
娃
、
自
責
、
我
猾
娃
某

罪
、
我
猾
行
某
非
義
之
事
、
正
當
受
此
苦
。
故
易
忍
矣
（
同
書
同

卷
、
十
七
葉
表
裏
）。

　

苦
難
は
す
べ
て
神
が
或
る
意
図
を
も
っ
て
人
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

聖
人
や
賢
者
は
こ
の
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
の
で
、
苦
難
を
媒
介
し
た

と
こ
ろ
の
人
や
物
で
は
な
く
、
苦
難
が
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
神
に
目
を
向

け
、
疑
い
惑
う
こ
と
な
く
苦
難
を
受
け
入
れ
て
こ
れ
に
耐
え
忍
ぶ
。
す
べ

て
の
人
は
思
い
、
言
葉
や
行
な
い
の
面
で
、
た
び
た
び
正
し
い
教
え
に
背

く
も
の
で
あ
る
（「
屢
娃
天
道
」）。
そ
れ
ゆ
え
に
苦
難
を
受
け
る
の
は
当

然
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
文
中
の
「
天
道
」
と
い
う
語
は
「
天
」、
す
な
わ
ち
万
物
の

絶
対
的
根
拠
と
し
て
の
存
在
に
裏
打
ち
さ
れ
た
道
徳
を
指
す
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
は
「
神
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人
間
の
心

の
中
に
刻
ま
れ
た
普
遍
的
な
道
徳
的
法
」（
前
掲
Ｋ
・
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ

ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』、
一
八
二
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
自
然
法
」

（lex naturalis, lex naturae

）
に
通
じ
る
語
で
あ
る
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
語
の
用
い
ら
れ
る
文
の
主
語
「
人
人
」

と
い
う
語
は
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
の
総
体
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
天
道
」
は
加
藤
和
哉
「
自
然

法
」
に
よ
れ
ば
十
戒
や
黄
金
律
を
そ
の
具
体
的
内
容
と
す
る
（『
岩
波
キ

リ
ス
ト
教
辞
典
』、
四
七
三
頁
）
と
こ
ろ
の
自
然
法
を
指
す
よ
う
に
思
わ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
人
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
れ
、
す
べ

て
の
人
に
（
神
に
よ
っ
て
）
与
え
ら
れ
て
い
る
普
遍
的
な
道
徳
法
則
に
違

背
す
る
言
行
動
を
な
す
が
故
に
、
神
に
対
し
て
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
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そ
の
意
味
で
す
べ
て
の
人
は
罪
へ
の
報
い
と
し
て
の
苦
難
か
ら
自
由
で
は

な
い
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
苦
難
に
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
意
味
が
あ
る

（「
夫
苦
難
…
皆
天
主
有
意
分
予
焉
。」）。
人
は
苦
難
の
理
由
を
あ
れ
や
こ

れ
や
と
穿
鑿
す
る
こ
と
な
く
（「
不
辨
有
故
無
故
」）、
そ
こ
に
は
究
極
の

意
味
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ひ
た
す
ら
耐
え
忍
ぶ
（「
惟
視
所
從
之
原
、

侖
蕪
而
忍
之
。」）
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

蹇
驢
邪
行
、
見
鞭
知
當
正
路
行
。
正
路
行
、
見
鞭
知
當
速
行
。

上

帝
譴
責
者
、
欲
使
正
路
速
行
而
已
。
今0

人
之
苦

0

0

0

燕0

乆0

不
釋

0

0

。
惟
得
福

0

0

0

者0

、
侖0

謂
德
之

0

0

0

、
觜0

應0

、
得
難

0

0

者0

、
或
曰
無
幸
而
偶

0

0

0

0

0

0

0

禍
灾

0

0

、
或
曰

0

0

前
世
往
因

0

0

0

0

、
今0

生
果
報

0

0

0

、
未0

掟0

反
思
目
前
之
罪

0

0

0

0

0

0

訧0

、
迄0

不
悛

0

0

攺0

、
艱

難
往
往
相
繼
、
燕
乆
不
息
、
何
足
袷
哉
（
同
書
同
卷
、
二
十
七
葉

表
。
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
原
本
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

神
が
人
を
責
め
叱
る
の
は
、
い
ず
れ
も
人
に
正
し
い
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら

に
歩
ま
せ
る
た
め
で
あ
る
。
神
か
ら
の
「
譴
責
」
と
し
て
の
今
の
世
で
の

苦
難
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
人
は
幸
い
を
得
れ
ば
、
そ
れ
は
徳
行
の
報

い
で
あ
り
、
他
方
禍
に
遭
え
ば
、
そ
れ
は
偶
然
の
出
来
事
で
あ
り
、
或
い

は
そ
れ
は
前
世
で
犯
し
た
罪
業
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
彼
ら
は
自
ら
現
在
こ
の
と
き
に
行
な
っ
た
悪
に
つ
い
て
省
み
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
は
明
末
中
国
に
流
行
し
た
功
過
格
の
善
書
思
想
や
伝
統
的
な
仏

教
の
輪
廻
に
基
づ
い
た
応
報
思
想
が
前
提
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
批
判
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
世
で
の
幸
い
を
得
る
こ
と
に
の
み
心
を
傾
け
て
道

徳
を
手
段
化
し
た
功
過
格
の
思
想
、
或
い
は
禍
を
前
世
の
罪
業
の
必
然
的

結
果
と
し
て
受
け
と
め
る
の
み
で
道
徳
の
実
践
に
踏
み
出
さ
な
い
仏
教
の

輪
廻
応
報
思
想
の
諦
念
的
な
態
度
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

大
切
な
こ
と
は
苦
難
の
中
で
自
ら
を
持
し
て
道
徳
実
践
に
励
む
こ
と
な
の

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
辞
典
』（
エ
ン

デ
ル
レ
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
の
「
苦
難
」
の
項
目
に
「
苦
難
は
…
ま
た

わ
れ
ら
の
幸
福
が
地
上
の
存
在
に
は
な
く
て
、
内
的
成
長

0

0

0

0

と
罪
か
ら
免
れ

る
こ
と
と
道
徳
的
な
浄
化

0

0

0

0

0

0

と
に
あ
る
こ
と
を
知
る
た
め
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。」（
五
二
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
苦
難
は
人
生
の
幸
い
が

「
内
的
成
長
」
と
「
道
徳
的
浄
化
」
に
あ
る
こ
と
を
教
え
る
媒
介
と
し
て

意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
苦
難
の
意
味
を
知
り
尽
く
す
こ
と
な
く
、
苦
難
に
耐
え
る
こ

と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

世
所
謂
凶
禍
者
、
忍
德
能
轉
爲
吉
福
、

世
所
賤
所
畏
者
、
忍
德

能
變
爲
可
貴
可
愛
物
也
。
世0

所0

賤
惡

0

0

、
無0

過0

貧0

窘0

、
疾
病

0

0

、
耻
辱

0

0

、

損
失

0

0

、
患
害

0

0

、
忍0

人
能
樂
受
之

0

0

0

0

0

、
則
以
償
其
罪
責

0

0

0

0

0

0

、
以
贖
其
罪
刑

0

0

0

0

0

、

以
增
積
其
德

0

0

0

0

0

、
以
市
天
上
國
也

0

0

0

0

0

0

。
其
直
豈
世
間
珍
寳
可
論
哉
。
故
忍

人
以
侮
辱
榮
光
、
以
賤
微
尊
貴
、
以
䧏
黜
上
昇
、
以
貧
富
、
以
餓

飽
、
以
負
勝
、
以
荒
歳
豐
、
以
逆
風
行
、
如
海
舟

浪
險
、
浪
愈
高

廼
愈
近
天
也
（
同
書
同
卷
、
十
一
葉
裏

－

十
二
葉
表
。
印
刷
の
不
鮮

明
な
箇
所
は
原
本
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

こ
の
世
で
人
が
禍
と
し
て
忌
み
嫌
う
も
の
を
進
ん
で
耐
え
忍
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
罪
を
贖
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
の

罪
を
贖
う
こ
と
は
天
の
国
に
入
る
手
立
て
で
あ
る
。
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文
中
の
「
償
其
罪
責
」
と
「
贖
其
罪
刑
」
は
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。「
償
」
は‘satisfactio’

（「
つ
ぐ
な
い

償
い
」『
新
カ
ト
リ
ッ
ク

大
事
典
』
第
三
巻
、
二
〇
一
頁

－

二
〇
二
頁
）
の
意
味
で
、
他
方
「
贖
」

は‘redem
p’

（「
あ
が
な
い

贖
い
」
同
事
典
第
一
巻
、
六
十
一
頁

－

六
十
四
頁
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
の
実
質

的
差
異
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
苦
難
を
自
ら
進
ん

で
耐
え
忍
ぶ
、
言
い
換
え
れ
ば
苦
難
を
享
受
す
る
と
き
に
、
そ
の
よ
う
な

忍
耐
は
自
ら
の
罪
を
贖
う
力
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
Ｅ
・
Ｓ
・
ゲ
ル
ス
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
／
Ｗ
・
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
『
苦
し
み
』

（
吉
田
泰
／
鵜
殿
博
喜
訳
）（
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
五
年
）
に
は
、「
苦

し
み
は
、
旧
約
聖
書
で
は
…
償
い
の
方
途
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
…

こ
れ
は
、
お
お
む
ね
、
苦
し
み
が
贖
罪
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
く
図
式

で
あ
る
。」（
Ａ
「
旧
約
聖
書
に
お
け
る
苦
し
み
」
Ⅲ
「
苦
し
み
に
意
味
が

あ
る
の
か
」
３
「
償
い
と
し
て
の
苦
し
み
」、
一
五
二
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
旧
約
聖
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
苦
難
を
耐
え
忍
ぶ
こ
と
は
そ
れ
に
よ
り
天
の
国
に
入
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
と
い
う
意
味
で
意
義
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
特
徴
は
「
功
徳
」
が
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
　

居
苦
辱
非
功
德

0

0

0

0

0

0

、
忍0

苦
辱
實
功
德

0

0

0

0

0

。
故
曰

0

0

、
勿
論
何

0

0

0

所0

受0

、
惟
論
何

0

0

0

如
受

0

0

。
受
難
不
足
驗

0

0

0

0

0

聖0

贒0

、
樂0

忍0

難
乃
足
驗

0

0

0

0

聖0

贒0

。
眞
忍
必
愛
所
忍

者
。
蓋
貌
忍
心
怒
、
非
忍
德
、
乃
怒
翳
也
。
力
不
能
復
讐
、
姑
忍

之
。
侖
不
復
、
有
復
之
心
矣
、
有
復
之
罪
矣
。

思
我
身
、
多
所
願

忍
于
人
者
、
必
不
難
忍
人
。
爾
尚
未
能
自
治
如
己
願
、
安
怪
人
不
悉

如
爾
願
。
爾
不
怒
己
、
不
能
忍
人
、
不
與
己

、
不
能
與
人
合
（
同

書
同
卷
、
十
五
葉
裏

－

十
六
葉
表
。
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
原
本

に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

与
え
ら
れ
た
辱
め
に
対
し
て
消
極
的
に
受
容
す
る
だ
け
で
は
「
功
徳
」

に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
喜
ん
で
耐
え
忍
ぶ
と
き
に
初
め
て
「
功
徳
」
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
辱
め
を
加
え
た
相
手
に
対
し
て
復
讐
心
を
抱

い
て
い
る
限
り
は
、「
功
徳
」
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
お
も
に
辱
め
の
場
合
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
貧
し

さ
、
低
い
身
分
、
病
い
な
ど
の
他
の
苦
難
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
苦
難
に
対
し
て
受
動
的
に
呻
吟
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
を
忍
耐
を
も
っ
て
主
体
的
に
受
け
容
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
苦
難
を
自

由
意
志
に
よ
っ
て
忍
耐
を
も
っ
て
受
容
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
功
徳
」
に
至

る
道
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
七
克
』
の
中
の
「
功
徳
」
は
仏
教
の
功
徳
と
は
異
な
る
。
仏
教
の
功

徳
は
丁
福
保
『
佛
学
大
辞
典
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
れ

ば
、「
功0

者
福0

利
之
功
能

0

0

0

0

、
此
功
能
爲
善
行
之
德
、
故
曰
功
德
。
樸
德0

者

得0

也
、
修
行
有
所
得
、
故
曰
功
德
。」（
四
六
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
二
つ
の
思
想
か
ら
な
る
。
一
つ
は
、
善
行
が
「
福
利
」
を
も
た
ら
す

働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
修
行
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
七
克
』
が
関
係
す
る
も
の

は
前
者
で
あ
ろ
う
。『
佛
学
大
辞
典
』
で
い
う
「
福
利
」
と
は
現
世
的
次

元
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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仏
教
の
功
徳
は
ま
た
中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
『
岩

波
仏
教
辞
典
』（
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
語

は‘ guṇa’

│
│
こ
の
語
は
ア
プ
テ
『
梵
英
辞
典
』（
臨
川
書
店
）
で
は

語
義
が
三
十
一
個
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
六
六
一
頁

－

六
六
二
頁
）。
第

二
の
語
義
に‘A good quality, m

erit, virtue, excellence’

（
六
六

一
頁
）
と
あ
っ
た
。
現
代
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
も
常
用
さ
れ
、
質
、
美

徳
、
技
術
、
影
響
、
作
用
な
ど
の
意
味
で
使
わ
れ
る
ら
し
い
（
土
井
久
弥

『
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
辞
典
』
大
学
書
林
、
一
九
七
五
年
、
八
十
七
頁
）

│
│
で
あ
り
（
二
一
〇
頁
）、「
善
根
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
に

備
わ
っ
た
徳
性
を
い
う
。
功
徳
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
へ
進
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考

え
ら
れ
、
仏
は
無
量
の
功
徳
を
具
え
て
い
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
悟
り
に
至
ら
せ
る
力
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
善
い
行
な
い
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
功
徳
は
「
解
脱
」、
す
な
わ

ち
「
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
な
心
境
と
な
る
こ
と
」（
二
二
五
頁
）

と
の
つ
な
が
り
で
意
味
の
あ
る
善
行
で
あ
る
。

　

中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典
』（
縮
刷
版
）（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）

の
「
功
徳
」
の
項
（
二
六
〇
頁
）
で
は
語
義
が
十
一
種
に
分
類
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。
前
掲
『
佛
学
大
辞
典
』
の
語
義
は
『
佛
教
語
大
辞
典
』
で
は

第
七
の
「
善
行
の
結
果
と
し
て
報
い
ら
れ
る
果
報
。
善
を
積
み
、
ま
た
修

行
の
結
果
得
ら
れ
る
恵
み
。」（
同
頁
）
の
そ
れ
に
、
ま
た
『
岩
波
仏
教
辞

典
』
の
語
義
は
同
辞
典
で
は
第
一
の
「
す
ぐ
れ
た
徳
性
。
よ
い
性
質
。

（
特
別
の
）
性
質
。
価
値
あ
る
特
質
。
善
を
積
ん
で
得
ら
れ
る
も
の
。
い

わ
ゆ
る
徳
を
い
う
。」（
同
頁
）
の
そ
れ
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
功
徳
と
は
善
行
が
そ
の
行
為
者
の
内
側
に
徳
と
し
て
形
成
さ
れ
蓄

積
さ
れ
て
行
く
も
の
を
示
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

他
方
、
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
功
徳
」（m

eritum

）
は
舟
木

博
一
「
功
徳
」
に
よ
れ
ば
、「
善
い
行
為
に
は
優
れ
た
結
果
を
も
た
ら
す

力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
さ
す
仏
教
用
語
が
、
ラ
テ
ン
語m

eritum

の
訳
語
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
」（
前
掲
『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、

三
三
一
頁
）
で
あ
り
、「
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
義
と
認
め
ら
れ
た
人
間
が

善
き
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
正
当
な
報
い
と
し
て
神
か
ら
与
え

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ら
れ
る

0

0

0

、
永
遠
の
命
に
与
か
る
資
格

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
三
三
一
頁
）
を
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｐ
・
ネ
メ
シ
ェ
ギ
「
功
徳
」
に
よ
れ
ば
、「
…
キ
リ
ス
ト
教
に
お

い
て
は
、
功
徳

0

0

と
は
、
人
間
を
創
造
し
、
救
う
神
と
人
間
と
の
関
係
を
背

景
に
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
義
認
さ
れ
た
人
が
神0

の
恩
恵
に
助
け
ら
れ
て
行
っ
た
善
業
の
ゆ
え
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
神
が
約
束
通
り
に
そ
の

人
に
正
当
な
報
い
と
し
て
永
遠
の
い
の
ち
の
幸
福
を
与
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味

で
あ
る
。」（
前
掲
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
巻
、
五
八
三
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
は
自
由
意
志
に
基
づ
き
神
の
恩
恵

に
助
け
ら
れ
て
行
な
っ
た
善
き
業
が
「
功
徳
」
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
「
功

徳
」
が
報
わ
れ
て
「
永
遠
の
命
」（vita aeterna

）（『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大

事
典
』
第
一
巻
、
七
二
五
頁

－

七
二
六
頁
）
が
与
え
ら
れ
る
と
捉
え
る
。

「
善
業
」（opera bona

）（
同
事
典
第
三
巻
、
八
二
七
頁

－

八
二
八
頁
）

は
神
の
恩
寵
の
世
界
の
中
に
定
位
さ
れ
、「
…
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
は

…
…
キ
リ
ス
ト
の
絶
え
間
な
い
影
響
を
受
け
て
終
わ
り
ま
で
善
業
を
行
う

な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
功
徳

0

0

の
報
い
と
し
て
永
遠
の
命
を
与
え
ら
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れ
る
こ
と
（D

S 1545 ‒48, 1582

）
を
宣
言
し
た
。」（
ネ
メ
シ
ェ
ギ
「
善

業
」
同
事
典
、
同
巻
、
八
二
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会

議
は
「
功
徳
」
の
教
理
を
公
式
に
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
功
徳
」
は
、
今
の
世
で

の
善
い
行
な
い
を
後
の
世
に
結
び
つ
け
て
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
。
今
の

世
の
時
間
と
後
の
世
の
時
間
と
い
う
異
質
の
二
本
の
時
間
軸
が
用
意
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
善
い
行
な
い
へ
の
報
い
は
後
の
世
で
完
全
な
形
で
実

現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
上
に
あ
っ
て
は
永
遠
の
時
間
の
中
で
報
わ

れ
る
こ
と
を
期
し
て
ひ
た
す
ら
善
行
に
努
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
功
徳
に
対
す
る
報
い
が
後
の
世
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象

づ
け
る
言
葉
に
「
天
報
」
が
あ
る
。
こ
の
語
は
た
と
え
ば
卷
六
の
二
十
葉

表
に
、「
夫
貞
徳
…
…
令
心
恒
保
睹
楽
、
増
功
德
益
天
報

0

0

」
と
し
て
出
て

来
る
。
功
徳
が
増
せ
ば
、「
天
報
」、
後
の
世
で
の
報
い
が
益
す
の
で
あ

る
。
こ
の
「
天
報
」
と
い
う
語
は
他
に
、
卷
五
、
一
葉
裏
、
卷
七
、
十
一

葉
裏
、
十
八
葉
表
、
二
十
七
葉
裏
、
三
十
三
葉
裏
、
三
十
四
葉
表
に
も
現

わ
れ
る
。
地
上
で
の
報
い
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　

與
夫
天
主
之
德
試
、
德
既
大
成
、
然
後
可
享
心
睹
之
樂
、
望
天
之
觜

焉
。
今0

人0

僅0

行0

微0

善0

、
心
若
上
帝

0

0

0

0

負0

我
安
樂

0

0

0

、
負0

我
富
貴

0

0

0

、
不
與
則

0

0

0

怨
尤

0

0

。
望0

世
報

0

0

、
自
徵
心
貪

0

0

0

0

、
怨
尤

0

0

、
自
呈
大
傲

0

0

0

0

、
天
主
當
䧏
祥

耶
、
䧏
殃
耶
（
同
書
同
卷
、
二
十
六
葉
裏
。
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所

は
原
本
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

こ
こ
に
は
「
天
報
」
に
対
し
て
「
世
報
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
今
の
世
で
少
し
ば
か
り
の
善
を
行
な
い
、
報
い
と
し
て
神
か
ら
地
上

の
富
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
世
報
」
を
期
待
す
る
こ
と
は
貪

り
と
傲
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
神
の
容
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
今
の
世
で
の
善
行
に
よ
っ
て
徳
が
確
立
さ
れ
る
な
ら
ば
、
天

で
の
報
い
（「
天
報
」）
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

後
の
世
で
の
報
い
を
得
る
に
値
す
る
今
の
世
で
の
善
行
を
意
味
す
る
と

思
わ
れ
る
「
功
徳
」
と
い
う
語
は
、『
七
克
』
全
体
に
多
用
さ
れ
る
重
要

な
神
学
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
卷
一
の
十
葉
表
、
三
十
一
葉
表
、
卷
二

の
四
葉
表
、
十
四
葉
裏
、
卷
三
の
十
三
葉
裏
、
十
八
葉
表
、
卷
四
の
八
葉

表
、
十
五
葉
裏
、
二
十
四
葉
裏
、
二
十
七
葉
表
、
二
十
八
葉
裏
、
卷
五
の

一
葉
裏
、
四
葉
表
、
二
十
五
葉
表
、
卷
六
の
二
十
葉
表
、
卷
七
の
八
葉

表
、
十
一
葉
裏
、
十
三
葉
裏
、
十
四
葉
裏
、
二
十
七
葉
裏
、
三
十
三
葉

裏
、
三
十
四
葉
表
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

今
の
世
で
の
苦
し
み
を
自
ら
引
き
受
け
て
忍
耐
し
て
「
功
徳
」
を
な
す

こ
と
を
体
現
す
る
聖
賢
は
中
国
の
聖
賢
の
中
に
は
見
出
し
難
い
で
あ
ろ

う
。

　
　

苦
白
中
西
國
上
古

0

0

0

0

0

0

0

聖0

人
也

0

0

。
尊0

貴
富
厚

0

0

0

、
當
世
無
比

0

0

0

0

、
忽
中
落

0

0

0

、
七0

子
皆
殀

0

0

0

、
身
復
病
癘

0

0

0

0

。
前
相
欽
重
者
、
謗
爲
罪
人
、
受
弥
天
刑
。
聖

人
恬
然
忍
受
、
憂
不
見
色
、
口
無
怨
聲
、
心
無
愠
意
。
…
…
如
是

0

0

者0

十0

有0

四
載

0

0

、
尤
人
怨
天

0

0

0

0

、
未0

掟0

萌
心
出
口

0

0

0

0

。
原
天
主
之
意

0

0

0

0

0

、
加
此
患

0

0

0

苦0

者0

、
非
以
罪
罰

0

0

0

0

、
欲
標
其

0

0

0

忍0

德
爲
世
儀
也

0

0

0

0

0

。
十
有
四
載
之
後
、
除

其
患
、
倍
歸
其
富
貴
安
樂
、
而
盛
德
榮
名
、
施
於
萬
方
、
流
傳
至

今
。
故
曰
、
先0

忍0

暫
苦

0

0

者0

、
後
必
享

0

0

0

燕0

樂
也

0

0

。
香0

者0

火0

0

之
顯
其
郁

0

0

0

0

烈0

、
善0

者0

患
苦
之

0

0

0

著0

其
盛
德

0

0

0

（
同
書
同
卷
、
十
八
葉
表
裏
。
印
刷
の
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不
鮮
明
な
箇
所
は
原
本
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

　

地
位
も
名
誉
も
あ
っ
た
ヨ
ブ
は
幸
い
の
只
中
で
突
然
苦
難
を
与
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
彼
は
長
い
こ
と
ひ
た
す
ら
そ
れ
に
耐
え
続
け
た
。
彼
の
生

涯
は
今
の
世
で
の
苦
し
み
を
進
ん
で
耐
え
る
な
ら
ば
、
後
の
世
に
永
遠
の

喜
び
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
七
克
』
は
旧
約
聖
書
「
ヨ
ブ
記
」
の
中
に
登
場
す
る
人
物
ヨ
ブ
を
通

し
て
功
徳
に
つ
な
が
る
忍
耐
の
極
限
を
明
末
中
国
の
人
々
に
伝
え
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
「
ヨ
ブ
記
」
の
テ
ー
マ
は
手

島
勲
矢
「
ヨ
ブ
記
」
に
よ
れ
ば
、「
義
人
の
故
な
き
苦
し
み
」（『
岩
波
キ

リ
ス
ト
教
辞
典
』、
一
一
六
七
頁
）
で
あ
る
の
で
、
意
味
発
見
の
困
難
な

苦
難
に
耐
え
る
こ
と
は
忍
耐
の
一
つ
の
極
限
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
殉
教
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　
　

中
西
罷
爾
西
國
有
大
臣

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
甚
富

0

0

、
僕
役
千
人

0

0

0

0

。
國
王

0

0

窓
袷

0

0

之0

。
但
王0

甚
信
神
佛

0

0

0

0

。
此
臣
甚
信
天

0

0

0

0

0

主0

、
不
相
入
也

0

0

0

0

。
王
強
之
背
天

0

0

0

0

0

主0

、
禮
敬

0

0

神0

佛0

。
不
從

0

0

、
曰
臣
今
日
不
忠
天
主
、
明
日
安
能
忠
大
王
乎
。
王
大

怒
、
藉
其
財
、
褫
其
恙
、
置
於
溷
室
、
使
守
鹿
駝
、
奪
其
妻
、
嫁
厮

卒
。
竟
不
爲
動

0

0

0

0

、
爲
天

0

0

主0

安
然

0

0

忍0

受
之

0

0

。
越
同
年
、
國
王
偶
遇
憐

之
、
還
其
舊
聀
、
榮
福

昔
也
。
王
曰
我
厚
遇
之
若
爾
（
？
）、
必

若
我
命
矣
。
樸
強
之
如
初
。
臣
輙
悉
其
寳
衣
、
桁
之
王
前
、
曰
爲
此

0

0

0

衣
也
以

0

0

0

0

天0

主0

、
臣
必
不
能
臣

0

0

0

0

0

。
還
王
衣
。
王
還
臣
鹿

矣
。
王
益

怒
、
復
廢
之
（
同
書
卷
之
七
、
五
葉
表
裏
）。

　

或
る
国
が
あ
っ
た
。
国
王
は
神
仏
を
信
じ
、
国
王
が
寵
愛
す
る
或
る
家

臣
は
主
な
る
神
を
信
じ
た
。
国
王
は
彼
に
棄
教
す
る
よ
う
に
命
令
し
た

が
、
彼
は
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
地
位
や
財
産
を
奪
わ
れ
不
遇
な
状

況
に
陥
れ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
彼
は
屈
す
る
こ
と
な
く
、
主
な
る
神
を
信
じ

続
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
異
邦
人
的
世
界
に
位
置
し
た
明
末
中

国
の
社
会
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
家
権
力
の
頂
点
で
あ
る

と
こ
ろ
の
皇
帝
は
中
国
に
お
け
る
天
的
世
界
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
存
在

で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
信
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
皇
帝
が

少
数
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
棄
教
を
迫
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で

は
な
い
。
言
わ
ば
迫
害
に
際
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
は
こ
の
世
の
権
力
に

服
従
す
る
こ
と
な
く
、
主
な
る
神
へ
の
信
仰
に
立
ち
続
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

苦
難
の
中
に
あ
っ
て
永
遠
な
る
絶
対
者
に
目
を
留
め
て
道
徳
実
践
に
励

む
こ
と
、
ま
た
こ
の
世
の
権
力
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
永
遠
な
る
絶
対
者
に

信
頼
し
続
け
る
こ
と
の
教
え
は
十
戒
の
中
の
第
一
戒
「
欽
崇
一
天
主
万
物

之
上
。」（「
唯
一
な
る
主
な
る
神
様
を
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
敬
い
尊
び
な

さ
い
。」）
に
限
り
な
く
収
束
す
る
よ
う
に
見
え
る
（
続
）。

〔
追
記
〕

　

前
回
の
拙
稿
「
訳
注
（
十
六
）」
に
て
明
代
の
「
妾
」
に
つ
い
て
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。『
明
清
史
』（
中
国
人
民
大
学
書
報
資
料
中
心
、
二
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〇
一
五
年
第
六
期
）
の
「
索
引
」
に
范
喜
茹
「
明
清
之
際
士
人
夫
婦
生
活

管
窺
│
以
王
崇
簡
為
例
」（『
安
徽
史
学
』、
二
〇
一
五
年
第
二
期
）
が
紹

介
し
て
あ
っ
た
（
八
十
七
頁
）。
順
天
府
出
身
の
官
僚
王
崇
簡
（
一
六
〇

二
年

－

一
六
七
八
年
）
の
私
生
活
を
妻
妾
の
側
面
か
ら
追
跡
し
た
も
の
で

あ
る
。
梁
氏
が
妻
で
、
黄
氏
、
周
氏
、
田
氏
、
趙
氏
、
李
氏
、
蔡
氏
の
六

名
が
妾
で
あ
っ
た
。
明
清
期
の
妻
妾
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
た
貴
重
な
論
考
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
文
か
ら
さ
ら
に
郭
松

義
『
倫
理
与
生
活
│
清
代
的
婚
姻
関
係
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇

年
）
と
陳
宝
良
『
中
国
婦
女
通
史
・
明
代
巻
』（
杭
州
出
版
社
、
二
〇
一

〇
年
）
を
教
え
ら
れ
た
。
前
者
で
は
第
八
章
「
妾
」、
第
九
章
「
節
婦
、

烈
女
和
貞
女
」
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
者
で
は

「
概
論
」「
一
、
明
代
的
婦
女
控
制
及
其
制
度
」
及
び
第
二
章
「
礼
俗
与
婦

女
生
活
」「
二
、
貞
節
観
念
束
縛
下
的
婚
姻
生
活
」
か
ら
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
啓
発
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
重
要
な
論
考
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
こ
に

記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
前
回
で
言
及
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
の
問
題
で
は
特
筆
大
書
す
べ

き
高
論
と
し
て
安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』（
教
文
館
、

二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
第
一
部
が
「
日
本
の
婚
姻
問
題
」、
そ
し
て
第

二
部
が
「
中
国
の
婚
姻
問
題
」
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
第
二
部
の
第
六
章

は
「
妾
へ
の
授
洗
の
問
題
」（
一
六
五
頁

－

一
八
二
頁
）
で
あ
り
、
拙
文

で
取
り
上
げ
た
こ
と
が
ら
と
深
く
関
わ
る
。
拙
文
で
参
照
し
た
陳
顧
遠

『
中
国
婚
姻
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）
は
同
書
二
四
九
頁
の

「
註
」
の
（
228
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
中
国
婚
姻
史
』
は
す
で
に
訳
者

の
書
棚
上
に
あ
り
、『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
は
出
版
後
間
も

な
い
頃
に
入
手
し
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
記
憶
す
る
け
れ
ど

も
、
或
い
は
『
中
国
婚
姻
史
』
は
同
書
を
通
し
て
知
り
得
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
前
回
の
時
点
で
内
容
を
確
認
し
、
言
及
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
失
態
で
あ
る
。
不
明
を
恥
じ
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
こ
こ
に
以
上
明
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
デ
ィ
ア

ス
に
よ
る
報
告
書
や
ド
ミ
ニ
コ
会
宣
教
師
ナ
バ
レ
ー
テ
に
よ
る
議
論
に
基

づ
い
て
、
妾
を
有
す
る
中
国
の
知
識
人
や
妾
自
身
に
洗
礼
を
授
け
る
問
題

が
具
体
的
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
へ
の
宣
教
師
の
対
処

の
仕
方
が
形
式
的
で
一
様
で
は
な
い
こ
と
を
教
わ
り
、
多
々
啓
発
さ
れ

た
。

〔
付
記
一
〕

　

柴
田
篤
先
生
「『
畸
人
編
十
篇
』
と
そ
の
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
思
想

的
影
響
に
関
す
る
研
究
」（
科
研
費
「
基
盤
研
究（
Ｃ
）　

研
究
成
果
報
告

書
」、
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
よ
り
、
蓬
左
文
庫
の
『
天
學
初
函
』
は
京

都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
版
本
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
（
十
六
頁
、【
注
】（
２
））。
わ
た
く
し
は
同
図
書
館
に
そ
の

よ
う
な
『
天
學
初
函
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
ら
さ
れ

た
。
二
〇
一
四
年
六
月
十
九
日
、
二
〇
一
五
年
十
月
二
十
八
日
、
十
一
月

十
八
日
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
赴
き
、
貴
重
書
に
分
類
さ
れ
た
『
天

學
初
函
』
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
異
同
の
確
認
の
た
め
に
二
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〇
一
四
年
六
月
二
十
一
日
、
二
〇
一
五
年
十
月
二
十
九
日
、
十
一
月
十
九

日
に
蓬
左
文
庫
を
お
訪
ね
し
た
。

　

京
大
所
蔵
本
は
『
天
學
初
函
』
の
「
理
編
」
の
み
で
、
そ
の
う
ち
「
霊

言
蠡
勺
」
と
「
職
方
外
紀
」
を
欠
い
て
い
る
。
乱
丁
の
箇
所
、
標
題
紙
の

欠
落
等
か
ら
見
て
、
京
大
本
は
蓬
左
文
庫
本
と
版
本
は
同
じ
で
あ
る
が
、

印
刷
、
製
本
の
工
房
が
時
期
或
い
は
場
所
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
京
大
本
は
全
体
と
し
て
経
年
劣
化
の
徴
候
が
見
ら
れ
、
紙
焼
け
に

よ
る
変
色
の
箇
所
が
あ
る
の
が
目
に
つ
い
た
。
他
方
、
蓬
左
文
庫
本
は
保

存
状
態
が
極
め
て
良
好
で
紙
焼
け
の
箇
所
は
殆
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶

す
る
。
紙
は
薄
く
上
質
で
、
ほ
ん
の
り
と
黄
味
が
か
か
っ
て
い
る
。
日
本

家
屋
の
障
子
紙
が
柔
か
な
陽
の
光
を
浴
び
て
何
時
し
か
豊
か
で
暖
か
な
風

合
い
を
帯
び
る
に
至
っ
た
よ
う
な
美
し
さ
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

京
大
図
書
館
三
階
に
備
え
ら
れ
た
「
全
学　

和
漢
書
書
名
目
録
（
旧
）」

の
入
っ
た
引
き
出
し
を
開
け
る
と
、「
天
學
初
函
」
の
カ
ー
ド
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
田
中
慶
太
郎
か
ら
購
入
し
、
大
正
三
年
、

す
な
わ
ち
一
九
一
四
年
十
一
月
十
日
に
蔵
書
と
し
て
登
録
さ
れ
た
ら
し

い
。
貴
重
書
を
取
り
扱
う
部
署
の
職
員
の
方
か
ら
カ
ー
ド
の
在
り
か
と
そ

の
読
み
方
を
教
わ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
。

　
『
日
本
古
書
通
信
』
第
十
六
巻
第
十
六
号
（
一
九
五
一
年
十
月
十
五

日
）
の
反
町
茂
雄
「
文
求
堂
さ
ん
の
こ
と
」
に
田
中
慶
太
郎
の
古
書
へ
の

造
詣
の
深
さ
を
高
く
評
価
し
た
内
藤
湖
南
の
文
章
『
目
睹
書
譚
』（「
宋
元

版
の
話
」）
が
紹
介
し
て
あ
っ
た
（
六
頁
）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
『
京
都
帝
國
大
學

一
覧

自
大
正
三
年
至
大
正
四
年
』
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

「
文
科
大
學
職
員
」
の
「
教
授
」
の
欄
に
、「
東
洋
史
學
第
一
講
座
擔
任
」

と
し
て
「
文
學
博
士

内
藤
虎
次
郎
」
の
名
が
あ
っ
た
（
八
十
二
頁
）。

同
書
購
入
に
あ
た
り
、
内
藤
湖
南
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
京
都
大
学

附
属
図
書
館
参
考
掛
の
職
員
の
方
に
記
し
て
感
謝
す
。

　

田
中
壮
吉
『
文
求
堂
主
人　

田
中
慶
太
郎
』（
極
東
物
産
、
一
九
八
七

年
）
所
収
の
「
田
中
慶
太
郎
及
『
文
求
堂
』
書
店
之
略
譜
」
に
よ
れ
ば
、

田
中
慶
太
郎
は
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
北
京
に
居
住
し
て
善

本
や
珍
書
の
発
見
に
努
め
た
よ
う
で
あ
る
（
六
頁
）。
こ
う
し
た
苦
労
の

後
に
得
ら
れ
た
善
本
や
珍
書
の
中
に
『
天
學
初
函
』
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

〔
付
記
二
〕

　

訳
者
は
こ
れ
ま
で
蓬
左
文
庫
に
て
天
下
の
至
宝
と
も
言
う
べ
き
同
文
庫

所
蔵
の
『
天
學
初
函
』
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
職
員
の
方
に
は
深

甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
庫
長
の
桐
原
千
文
先
生
か

ら
は
貴
重
な
ご
教
示
を
た
び
た
び
頂
戴
し
た
。
桐
原
先
生
は
愛
知
大
学
文

学
部
の
ご
卒
業
で
も
あ
る
。
そ
の
先
生
が
こ
の
三
月
に
ご
定
年
を
迎
え
ら

れ
る
と
う
か
が
っ
た
。
一
抹
の
寂
し
さ
以
上
の
も
の
を
覚
え
る
。
拙
文
が

先
生
の
新
た
な
門
出
へ
の
餞
の
代
わ
り
に
な
れ
ば
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。


